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医師を目指していた少年時代

　前島密（幼名：上野房五郎）は
1835年（天保6年）、下池部で生
まれました。高田藩の藩医であっ
た叔父の影響で医学を志した密は、
12歳になるとオランダ医学を学
ぶため、一人江戸に旅立ちました。
江戸では知り合いもなく、飢えと
寒さに耐えながら勉学に励みました。

密と新時代

　1869年（明治2年）、密は明治政
府から出

しゅっし
仕を要請され、大

おおくま
隈重
しげのぶ
信

が主導する民
みんぶしょう
部省の改

かいせいかかり
正掛に勤め

ることとなりました。改正掛では、
渋沢栄一を中心に旧来の制度を改
革し、近代国家を建設するための
企画立案が行われ、通信や交通な
ど現代社会の基盤となっています。

　1853年（嘉永6年）の黒船来航
は密に大きな衝撃を与え、日本は西
洋の技術や制度を学び、「近代国家
を目指すべきだ」と考えました。そ
のために、函館から九州まで自分の
足で歩き、蘭語、英語、機関学や測
量術、銃砲、用兵学など、広い分野
の学問や知識を習得しました。

前島密って前島密ってどんな人？どんな人？ 前島密年譜
（日本郵政）

詳しくは

人生の転機となった
「黒船来航」

　密が残した功績の中で最も有名なのが、郵
便制度の創設です。密はイギリスで郵便事業
を見聞してきた経験を生かし、明治初期に日
本の近代郵便制度を創設しました。全国の人々
が手紙や情報を効率よくやり取りし、地域間
の連携が進む重
要な基盤を築き
ました。また、「郵
便」「切手」「は
がき」という名
称も選定しました。

●郵便為替、郵便貯金制度の導入
　経済の拡大、国民生活のために制度を導入
●陸・海運会社の設立
　今の日本通運(株)や日本郵船(株)の土台となる会社を設立
●鉄道の敷設の立案
　日本初の鉄道計画書を策定。北越鉄道の社長も務める
●新聞事業の育成
　郵便で配達する新聞を創刊。育成のために新聞事業を保護
●国語国字の改良
　漢字の廃止を建議。国語調査委員として国字の改良に尽力

など

前島密の前島密の功績を知ろう功績を知ろう
前島密

（日本郵政）

詳しくは

前島密
（1835〜1919）

　今年は、「日本近代郵便の父」といわれる前島密が生まれてから190年です。
今号では、津有区下池部出身で日本の近代化に大きく貢献した密の功績と、市
内での顕彰の取り組みについて紹介します。

日本近代郵便の父日本近代郵便の父特集特集

前島前島密密
ひ そ かひ そ か

 生誕190年 生誕190年

「若き日の前島密の肖像画」（前島記念館所蔵）

前島密画像　「前島密一代記」（郵政博物館提供）
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郵便制度を創設郵便制度を創設 他にも多くの分野で活躍他にも多くの分野で活躍

■問合せ…文化振興課（☎025-520-5628）
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　市内全ての小学校・特別支援学校の小学４～６年生
の児童を対象に、家族やお世話になっている人に思い
を伝える「『前島密とふれあう』ふれあいハガキ」のコ
ンクールを行っています。今年で20回目を迎えるこ
のコンクールは、「手書きだからこそ伝えられる思い
がある」と、多くの人から喜ばれています。
　前島密はたくさんの功績を残し、中でも、直江津と
新潟を結ぶ北越鉄道の開通など、故郷である上越のた
めにもさまざまな取り組みを行いました。子どもたち

が将来上越を離れ
たとしても、故郷
に思いをはせ、密
のように「故郷のた
めに何かしたい」
と思ってもらえる
きっかけになれば
うれしいです。

会長 新井 康祐さん

　郵便制度の創始者である前島密の「人のために」と
いう精神を受け継いで、郵便局員一人一人が日々の業
務に取り組んだり、局長会のボランティア活動として
高齢者世帯の雪ほりや老人福祉施設の清掃などを行っ
たりしています。
　また、郵便局が中学生の職場体験を受け入れた際に
は、前島記念館を訪れ、さまざまな功績を残した上越
市出身の偉人について改めて知ってもらう機会として
いるほか、顕彰を行う各団体の皆さんと協力して活動
を行っています。
　局長会としても、「人
のため」という考え方の
もと、これからも地域貢
献を行っていきたいで
すし、皆さんにも密のよ
うな考え方を大切にし
てほしいと思います。

　主な活動は、前島密の業績や足跡を調べ、密の人生
そのものを調査研究することです。
　市内に残された密に関する書物や手紙などを収集し
記録するとともに、全国各地にある密の足跡を調査し
ています。調査した内容をもとに、市民の皆さんに密
の功績などを伝えるため、年に一度講演会を開催して
います。また、各地で密の顕彰に取り組んでいる皆さ
んと交流しており、毎年密の命日には、横須賀市の浄
楽寺で行われている墓前祭に参加しています。
　青年時代もさまざまなことに挑戦していた密のよう

に自分から旅立っ
たり、何かをつか
もうとしてやりぬ
く気概を、今の若
い皆さんにも持っ
てもらいたいです。
まずは「冒険」に出
てみて欲しいです。

　前島記念館は、下池部にあった密の生家跡に1931年
（昭和６年）11月７日に建てられました。密の功績な
どを分かりやすく紹介しており、小・中学校の授業で
の利用をはじめ、幅広い世代に来館いただいています。
　密の功績が現代社会に与えた影響はとても大きく、
今の私たちの生活はその上に成り立っているとも言え
ます。理想の社会を築くため、人とのつながりを大事
にした密の生き様や考え方に、より多くの市民の皆さ
んから触れてもらいたいです。

【前島記念館】
▶︎ところ
　下池部1317-1
▶︎開館時間
　午前９時～午後４時
▶︎休館日
　月曜日（祝日・振替休
　日の場合は翌火曜日）、
　年末年始（12月29日〜１月３日）

館長 利根川 文男さん副会長 伊藤 光夫さん

会長 本山 司さん

郷土の偉人前島密翁を
顕彰する会

「前島密とふれあう」
ふれあいハガキの会

前島記念館

上越地区郵便局長会

密 を 顕 彰 す る 市 民 の 取 り 組 み

雪ほりボランティアの様子

渋沢栄一記念館の視察の様子

ふれあいハガキコンクールの表彰式
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密は、自分と同じくらいの年で江戸に出
て医学を学んだ行動力がすごいと思いま
した。当日劇を見に来てくれる皆さんに、
密についてもっと知りたいと思ってもら
えるよう、演技したいです。

密は縁の下の力持ちで、他人のために陰な
がら努力していたところがかっこいいと思
いました。ぜひ、劇を見にきていただき、
密が、郵便事業以外にもさまざまなことに
挑戦していたということを知ってほしいです。

雄志中学校2年

杉
すぎ

浦
うら

 照
てる
芳
よし

さん

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
中
学
生
と

の
創
作
劇
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ

の
劇
を
上
演
す
る
「
生
誕
１
９
０

年
を
祝
う
会
」
に
ぜ
ひ
ご
来
場
い

た
だ
き
、
切
手
の
人
物
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
密
の
他
の
側
面
も
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　
ま
た
、
生
誕
２
０
０
年
に
向
け

て
大
河
ド
ラ
マ
化
を
目
指
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
広
く
市
民
や
世
間
に
前

島
密
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
ま

ず
は
地
元
か
ら
機
運
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

前島密前島密
生誕190年を祝う会生誕190年を祝う会

第一部/新潟県、市内外および郵政関
連の来賓による式典
第二部 /創作劇「青春は冒険だ！～
郵便の父 前島密の青春時代」上演
第三部/講演会
テーマ「あなたへ手渡すバトン」
講師 伊藤聡

さと
子
こ

さん（糸魚川市出身）

○

○

○

○

○

内容

９月27日㊏午前11時～午後４時30分・
リージョンプラザ上越

とき・ところ

問合せ

その他

実行委員会事務局 竹内さん
（☎090-8599-2344)

観覧は無料ですが、上越市・妙高市・糸
魚川市の各郵便局で配布している整
理券が必要です。また、下記の二次元
コードからも、申し込み可能です。
創作劇を応援いただくクラウドファ
ンディングを実施中です。詳しくは、
二次元コードをご覧ください。

前島密翁顕彰事業実行委員会
会長 新井 美智雄さん

詳しくは

前
島
密
を
次
代
へ
つ
な
ぐ

日
本
に
郵
便
の
仕
組
み
を
築

き
、
現
在
も
「
１
円
切
手

の
人
物
」
と
し
て
前
島
密
を
知
っ

て
い
る
人
は
多
い
で
す
が
、
そ
の

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
功
績
を
残
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、

市
民
に
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

密
の
功
績
を
も
っ
と
世
に
広
め
た

い
と
い
う
思
い
で
、
令
和
５
年
に

密
の
思
い
を
継
承
す
る
９
つ
の
団

体
が
集
ま
っ
て
実
行
委
員
会
を
設

立
し
、
こ
れ
ま
で
密
を
題
材
と
し

た
創
作
落
語
や
講
演
会
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
生
誕
１
９
０
年
の
今
年
の
テ
ー

マ
を「
あ
な
た
へ
手
渡
す
バ
ト
ン
、

生
誕
２
０
０
年
へ
」
と
し
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
き
た

自分の理想を叶えるため、信念をもっ
てさまざまなことを学んだ密の姿勢を
尊敬しています。今回の劇では、密に
ついて知らない人にも、密の夢に向かっ
て進む姿を見てもらいたいです。

　密の青年時代からの冒険を描いた創作劇です。雄志中学校の
生徒２人と春日中学校の生徒１人が各時代の前島密を演じます。
演出は、俳優の鈴木一功さんが行います。

劇の練習風景

春日中学校1年

籠
かご

島
しま

 碧
あ

緒
お

さん

雄志中学校2年

日
ひ な た

向 雅
が く と
空斗さん

市内の中学生による創作劇 市内の中学生による創作劇 
「青春は冒険だ！〜郵便の父 前島密の青春時代」「青春は冒険だ！〜郵便の父 前島密の青春時代」

2025・９　広報 じょうえつ 4



■問合せ…ガス水道局 渇水対策本部（☎025-520-7515）

節水にご協力いただき、ありがとうございます
9 月のトピックス

　正善寺ダムの水位低下に伴い、市では、７月15日以降、市民ならびに事業者の皆様に節水へのご協
力をお願いしてきました。
　皆様のご協力により、水の需要期にもかかわらず、大幅に配水量が
減少しています。本当にありがとうございます。
　節水の取り組みの効果により、夏場の断水を回避すること
ができました。当面は断水を回避できる見込みですが、断水
のおそれがある場合は、14日前までに公表いたします。
　ご不便をおかけしますが、断水を回避するため、引き続き
節水にご協力をお願いいたします。 給水スポットを利用する皆様（教育プラザ）

詳しくは

　毎年7月23日から29日の7日間開催される上越まつりは今年第50回の節目を迎えました。50回の
祭りをつないできた多くの人たちの熱気で、まちは大いににぎわいました。

●①　24日㊍　高田祇園神
み こ し

輿宮入り
　　　　　 （神輿と太鼓の競演）
●②　25日㊎　高田祇園祭大民踊流し
●③　26日㊏　直江津祇園祭大花火大会
●④　29日㊋　御

お
餞
せん

米
まい

奉納

 ❶  ❷
 ❸ ❹

第50回 上越まつりJOETSU
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７月23日水～29日火

新潟県無形民俗文化財指定「直江津・高田祇園祭の御旅所行事と屋台巡行」
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田城址公園の外堀約19haを埋め尽くす紅
白の蓮の観賞に、たくさんの人が訪れまし

た。浴衣を着て散策する親子や写真を撮る人など、
思い思いに夏の風物詩を楽しんでいました。

高
７月19日㊏～８月24日㊐　高田城址公園

第46回 高田城址公園 観蓮会

後80年、非核平和友好都市宣言30周年事
業として、原爆投下で被災したピアノによ

るコンサートが開催されました。平和への思いが
込められた音色と歌声が会場に響きました。

戦
７月19日㊏　オーレンプラザ

　　　被爆ピアノ平和祈念コンサート

岸浸食により、昨年は範囲を狭めて開設しま
したが、今年は砂を搬入し、例年の規模で開設

できました。夏の楽しみを求めて、県内外から多くの
人が訪れ、砂浜には色とりどりのテントが並びました。

海
７月12日㊏～8月17日㊐　鵜の浜海水浴場（大潟区九戸浜）

鵜の浜海水浴場

が旬の枝豆、なますカボチャ、高田シロウリ
の試食品が提供されました。試食品のレシ

ピを持ち帰る来場者もおられるなど、「上越野菜」
のおいしさを知っていただくきっかけとなりました。

夏
7月26日㊏　あるるん畑（大道福田）

夏の「上越野菜」フェア
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市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします

和展の開会に当たり、戦時中、東京都葛飾区
から旧高田市への集団疎開を経験した人を

お招きし、講話会を開催しました。貴重な体験談に
多くの人が耳を傾けていました。

平
７月12日㊏　小川未明文学館

平和展 オープニング
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7月20日㊐　久比岐自転車道など

糸魚川・上越・妙高SEA TO SUMMIT2025

越地域３市の海・里・山を巡る環境スポー
ツイベントが開催されました。参加者たちは、

補給スポットで振る舞われた上越の特産品で疲れ
を癒しつつ、大自然の中での競技を楽しみました。

上

2025・９　広報 じょうえつ 6



場に比べて涼しい気候の中、子どもたちは元
気いっぱいに駆け回っていました。芝そり

や屋外サウナ体験、釜炊きご飯の試食会など、たく
さんのイベントを大人も子どもも楽しんでいました。

平
８月２日㊏　光ヶ原高原（板倉区関田）

光ヶ原高原　高原祭2025

休みの子どもたちの居場所づくりや世代間
交流を目的に実施しました。子どもたちは

工作やヨガなどを楽しみ、地域の人たちが作った
料理を食べて大満足の様子でした。

夏
８月６日㊌　安楽寺（中郷区二本木）

令和の寺子屋＆さとまる食堂

地区の美しい棚田に２千個のLEDライトが
灯る幻想的な風景を、市内外から多くの人

が見に訪れました。週末には地元の有志によるナ
イトマルシェも行われ、多くの人でにぎわいました。

7月26日㊏～8月30日㊏　棚田（牧区泉）

棚田のきらめき2025

泉 加者は、用意された色とりどりの浴衣の中か
ら好みのものを着付けてもらい、笑顔がこぼ

れていました。国登録有形文化財である白田邸を
散策し、庭の花で一輪挿し体験を楽しみました。

参
７月27日㊐　白田邸（頸城区森本）

ゆかたで白田邸ゆかたで白田邸

学生が小学校の元校長先生に相談しながら、
持参した夏休みの宿題に取り組みました。考

え込んだときには先生からアドバイスをもらい、解
き方が分かるとスラスラと鉛筆を走らせていました。

小
７月30日㊌　名立地区公民館（名立区名立大町）

夏休み★宿題お手伝いルーム夏休み★宿題お手伝いルーム

江津港の中央ふ頭で、同船の初入港を記念
する式典を開催しました。クルーズ船員に

対し、県上越地域振興局長や市長から特産品や記
念品の贈呈があり、今回の寄港を歓迎しました。

直
8月１日㊎　直江津港

MITSUI OCEAN FUJI初入港歓迎式典
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パソコンやスマートフォンから
市への申請、届け出などがで
きます。 安塚区 ☎ 025-592-2003

浦川原区 ☎ 025-599-2301
大島区 ☎ 025-594-3101
牧　区 ☎ 025-533-5141
中郷区 ☎ 0255-74-2411
板倉区 ☎ 0255-78-2141
清里区 ☎ 025-528-3111
三和区 ☎ 025-532-2323
柿崎区 ☎ 025-536-2211
大潟区 ☎ 025-534-2111
頸城区 ☎ 025-530-2311
吉川区 ☎ 025-548-2311
名立区 ☎ 025-537-2121
南出張所 ☎ 025-525-4151
北出張所 ☎ 025-544-2111

上越市役所
〒943-8601 上越市木田1-1-3
☎025-526-5111（代表）

「防災ラジオ」の
試験放送

※定期的な電池の交換と受信状況の確認を！

問  危機管理課（☎025-520-5665）

1 日：午後 6 時 35 分頃 
15 日：午後 0 時 45 分頃

毎月

FM76.1MHz

「広報上越」へのご意見や
感想をお寄せください	

時  日時、期間	 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも）	 定  定員
費  費用（表記無し：無料）	 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要）	 問  問合せ
予  予約	 他  その他

記号の見方	

電子申請システム	

問  広報対話課 ☎ 025-520-5614　 
FAX. 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp
アンケート
フォーム

広報上越
専用ページ
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令
和
７
年
国
勢
調
査
を 

実
施
し
ま
す

　
国
勢
調
査
は
、
令
和
７
年
10
月

１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

全
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
で
す
。

９
月
下
旬
頃
か
ら
、
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
書

類
を
配
布
し
ま
す
。

　
回
答
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単
で
便
利
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い（
郵
送
も
可
能
で
す
）。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
、
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
自
動
的
に

ロ
グ
イ
ン
で
き
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
子
育
て
支
援
や
、

防
災
な
ど
の
施
策
、
企
業
な
ど
で

の
利
用
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

３
２
・
２
４
４
０
）

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場 

お
得
な
シ
ー
ズ
ン
券
を
販
売
し
ま
す

　
令
和
７
年
度

の
お
得
な
割
引

シ
ー
ズ
ン
券
を

販
売
し
ま
す
。

申
問
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス

キ
ー
場
（
☎
０
２
５
・
５
９
３
・

２
０
４
１
）

●
上
越
市
民
割

対
市
内
在
住
の
人（
満
23
歳
以
上
）　

時
９
月
１
日
㊊
～
30
日
㊋　
費
２

万
８
千
円

●
早
割

対
満
23
歳
以
上
の
人　
時
10
月
１

日
㊌
～
12
月
７
日
㊐　
費
３
万
５

千
円

●
学
生
シ
ー
ズ
ン
券

対
学
生
（
高
校
生
以
下
）　
時
９

月
１
日
㊊
～
12
月
７
日
㊐　
費
１

万
５
千
円

●
ス
マ
イ
ル
シ
ー
ズ
ン
券

対
満
19
歳
以
上
～
満
22
歳
以
下
の

人　
時
９
月
１
日

㊊
か
ら
シ
ー
ズ
ン

終
了
ま
で　
費
２

万
円

納期限 ９月30日火
● 国民健康保険税… ……………（第３期）
● 後期高齢者医療保険料… ……（第３期）
● 介護保険料… …………………（第６期）
● 国民年金保険料… ……………（８月分）

税・保険料の納期限

お
知
ら
せ

詳しくは

知って対策！特殊詐欺の手口� 問  上越警察署（☎025-521-0110）、市民安全課（☎025-520-5661）

●特殊詐欺被害発生件数
R７年６月末 前年比

被害件数 ８件 −１件
被害額 1億3,834万円 +1億3,384万円

　電話やメールでお金の話が出たら、詐欺を疑い
ましょう。
　詐欺の手口を知り、家族や知人と共有し被害に
遭わないよう注意しましょう。

●警察官をかたる電話に注意！
　特殊詐欺の中には、警察官をかたり、「犯人を逮捕したら、
あなたも犯罪に関与している疑いがある」、「嫌疑を晴ら
すために、資産を調べる必要がある」などと言い、個人
情報を聞き出し、お金をだまし取る手口があります。
　特殊詐欺は高齢者だけが被害に遭うものではありませ
ん。少しでも怪しいと感じたら、警察署に確認するほか、
家族や友人に相談しましょう。
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９
月
20
日
は
日
本
で
初
め
て
バ
ス
が

運
行
さ
れ
た「
バ
ス
の
日
」で
す

●
バ
ス
の
日
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

　
９
月
20
日
の
「
バ
ス

の
日
」
に
ち
な
み
、
路

線
バ
ス
の
展
示
（
運
転

席
で
記
念
撮
影
可
）、

バ
ス
の
車
体
へ
の
ぬ
り

絵
、
保
育
園
児
が
描
い
た
バ
ス
の

絵
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
９
月
20
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

３
時　
所
直
江
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
エ
ル
マ
ー
ル　
問
交
通

政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
６
３
３
）

●
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
乗
車
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
バ
ス
の
日
フ
ェ
ス
タ
当
日
は
、

市
内
の
路
線
バ
ス
な
ど
が
乗
車
１

回
当
た
り
１
０
０
円
（
小
学
生
50

円
、市
営
バ
ス
は
未
就
学
児
無
料
）

で
利
用
で
き
ま
す
。

対
頸
城
自
動
車
㈱
・
く
び
き
野
バ

ス
㈱
・
頸
北
観
光
バ
ス
㈱
・
頸
南

バ
ス
㈱
・
東
頸
バ
ス
㈱
が
運
行
す

る
市
内
の
路
線
バ
ス
、
大
島
・
板

倉
・
清
里
・
名
立
の
各
区
内
を
運

行
す
る
市
営
バ
ス
（
フ
ェ
ス
タ
当

日
に
運
行
す
る
路
線
の
み
）　

※

高
速
バ
ス
、佐
渡
汽
船
連
絡
バ
ス
、

観
光
バ
ス
は
除
く　
問
頸
城
自
動

車
㈱
（
☎
０
２
５
・
５
４
３
・
３

１
７
８
）
ま
た

は
交
通
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

３
３
）

第
47
回
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
と
ペ
ッ
ト
写
真
の
募
集

　
動
物
愛
護
に
関
す
る
展
示
な
ど

を
行
う
ほ
か
、飼
い
主
自
慢
の
ペ
ッ

ト
の
写
真
を
募
集
し
、
優
秀
作
品

に
は
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

問
実
行
委
員
会
事
務
局
（
新
潟
県

上
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
０
２
５
・
５
２
５
・
９
２
６
３ 

〒
943
・
0812 

中
正
善
寺
１
３
４
０
）

●
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
９
月
23
日
㊋
・
㊗
正
午
～
午
後

３
時　
所
直
江
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
エ
ル
マ
ー
ル
１
階
イ
ベ

ン
ト
広
場
、
２
階
無
印
良
品 
直

江
津 

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

●
ペ
ッ
ト
写
真
の
募
集

他
１
世
帯
に
つ
き
１
枚
ま
で
。
サ

イ
ズ
は
Ｌ
判
（
横
）　
申
飼
い
主

の
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、ペ
ッ

ト
名
を
記
載
し
た
も
の
を
添
え
て
、

９
月
９
日
㊋
（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
で
問
合
せ
先
へ

廃
棄
物
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ

る
野
焼
き
。
法
の
基

準
を
満
た
さ
な
い
焼

却
炉
な
ど
で
の
家
庭

ご
み
の
焼
却
を
含

む
）
は
、
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
の
ほ
か
、
火
災
や

煙
害
に
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
が
か
か
る
た
め
、や
め
ま
し
ょ
う
。

　
違
反
し
た
場
合
、
罰
則
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
）

が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の

・�

国
、
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管

理
の
た
め
に
行
う
必
要
な
焼
却

・�

災
害
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

・�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
の
た
め
の
焼
却
（
ど
ん
ど

焼
き
な
ど
）

・�
農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得

な
い
焼
却
（
漁
網
に
付
い
た
海

産
物
の
焼
却
な
ど
）

・�

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
る
軽
微
な
焼
却（
た
き
火
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
う

際
の
木
く
ず
の
焼
却
な
ど
）

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１

１
、
内
線
６
１

７・８
１
１
１
）

小
型
充
電
式
電
池（
リ
チ
ウ
ム 

イ
オ
ン
電
池
な
ど
）の
適
正
処
理

　

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
モ
バ

イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
製
品

に
使
用
さ
れ
て

い
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
な
ど
の
小
型
充
電
式

電
池
は
、
強
い
衝
撃
や
圧
力
が
加

わ
る
と
発
煙
・
発
火
す
る
恐
れ
が

あ
り
、
全
国
で
火
災
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
表
示
が

あ
る
も
の
は
、
電
池
メ
ー
カ
ー
な

ど
で
構
成
さ
れ
る（
一
社
）Ｊ
Ｂ
Ｒ

Ｃ
が
登
録
す
る
家
電
量
販
店
な
ど

「
回
収
協
力
店
」
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク

が
な
い
電
池
や
膨
張
な
ど
の
異
常

が
見
ら
れ
る
電
池
は
、
生
活
環
境

課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１

１
、
内
線
４
１

２
０
）

上
越
市
棚
田
米 

Ｐ
Ｒ
シ
ー
ル
の
配
布

　
上
越
市
棚
田
米
の
販
売
促
進
活

動
の
一
環

と
し
て
、

キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
Ｐ
Ｒ

動
画
へ
遷
移

す
る
二
次
元

コ
ー
ド
を
記
載
し
た
シ
ー
ル
を
作

成
し
ま
し
た
。
棚
田
米
の
米
袋
に

貼
る
な
ど
、
販
売
活
動
に
活
用
い

た
だ
け
ま
す
。

対
市
内
の
中
山
間
地
域
で
生
産
さ

れ
た
棚
田
米
を
販
売
す
る
人　
他

枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い　

申
問
農
村
振
興
課
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７
５
４
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
７
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い

て
、
地
上
１

メ
ー
ト
ル
で
測
定
し
た
値
（
月
間

の
平
均
値
、
最
小
値
、
最
大
値
）

は
、
い
ず
れ
も
通
常
の
値
で
あ
る

毎
時
０
・
０
１
６
～
０
・
１
６
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で

し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

リサイクルマークの表示例
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屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
貼
り
紙
、
広

告
板
、
ネ
オ

ン
・
サ
イ
ン
な

ど
の
屋
外
広
告

物
は
、
街
に
に

ぎ
わ
い
や
活
気

を
も
た
ら
す
反

面
、
無
秩
序
に

掲
示
さ
れ
る
と
、
街
並
み
や
自
然

の
美
し
さ
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
る

と
、広
告
物
の
落
下
な
ど
で
、人
々

に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
新
潟
県
屋

外
広
告
物
条
例
を
定
め
、
屋
外
広

告
物
に
つ
い
て
必
要
な
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
幹
線
道
路
沿
い

や
市
街
地
な
ど
に
設
置
す
る
場
合
、

大
半
は
許
可
手
続
き
が
必
要
に
な

る
ほ
か
、
設
置
場
所
や
広
告
物
の

種
類
に
応
じ
て
、
位
置
や
面
積
な

ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
設
置
の

際
は
、
あ
ら
か
じ
め
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
上
越
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

庶
務
課
（
☎
０

２
５・５
２
６・

９
５
０
５
）

本
人
通
知
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
身
元
調
査

な
ど
を
目
的

と
し
た
住
民

票
の
写
し
や

戸
籍
謄
本
・

抄
本
な
ど
の

不
正
請
求
、

不
正
取
得

は
、
本
人
が

気
付
か
な
い
う
ち
に
起
こ
る
、
個

人
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

本
人
通
知
制
度
と
は
、
本
人
以
外

の
第
三
者
に
証
明
書
な
ど
を
交
付

し
た
と
き
に
、
事
前
登
録
者
へ
通

知
す
る
制
度
で
す
。
通
知
を
希
望

す
る
人
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

（
交
付
を
妨
げ
る
制
度
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

●
事
前
登
録
の
で
き
る
人

　
上
越
市
の
住
民
基
本
台
帳
、
戸

籍
の
附
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

ま
た
は
上
越
市
の
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人（
除
か
れ
た
人
も
含
む
）

●
登
録
場
所

　
市
民
課
、各
総
合
事
務
所
、南・

北
出
張
所

●
対
象
と
な
る
証
明
書

　
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
の
附
票

の
写
し
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除

票
・
除
籍
も
含
む
）
な
ど

●
通
知
す
る
内
容

　
証
明
書
の
交
付
年
月
日
、
交
付

し
た
証
明
書
の
種
別
と
枚
数
、
請

求
者
の
区
分
（
代
理
人・第
三
者
）

問
市
民
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
８
５
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
は
、
夕

暮
れ
の
早
ま

り
と
行
楽
期

が
重
な
り
、

交
通
事
故
が

多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま

す
。
交
通
事

故
に
遭
わ
な

い
、
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、

交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

時
9
月
21
日
㊐
～
30
日
㊋
の
10
日

間●
運
動
重
点

①�

歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断
方

法
な
ど
の
実
践
と
反
射
材
用
品

や
明
る
い
目
立
つ
色
の
衣
服
の

着
用
促
進

　

�

横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保
～
渡

る
よ
サ
イ
ン
の
活
用
～
（
新
潟

県
重
点
）

②�

な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転
な

ど
の
根
絶
と
夕
暮
れ
時
の
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム

の
活
用
促
進

③�

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解・

遵
守
の
徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
促
進

●
９
月
30
日
㊋
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す

問
市
民
安
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
１
）

上
越
都
市
計
画
の
変
更
案

を
縦
覧
し
ま
す

　
上
越
都
市

計
画
地
区
計

画
の
変
更
案

を
縦
覧
し
ま

す
。

時
８
月
27
日

㊌
～
９
月
10

日
㊌
午
前
８

時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

所
都
市
整
備

課
（
平
日
以

外
は
時
間
外

受
け
付
け
）　
申
住
民
お
よ
び
利

害
関
係
人
で
都
市
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て
意
見
を
提
出
す
る
場
合

は
、
９
月
10
日
㊌
ま
で
に
意
見
書

を
縦
覧
場
所
へ
提
出　
問
都
市
整

備
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
７
６
３
）

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
候
補
路
線（
案
）

に
係
る
公
聴
会
な
ど
を
実
施

問
都
市
整
備
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
６
３
）

●
見
直
し
候
補
路
線（
案
）の
縦
覧

時
８
月
27
日
㊌
～
９
月
９
日
㊋
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

所
都
市
整
備
課
（
平
日
以
外
は
時

間
外
受
け
付
け
）

●
説
明
会

時
９
月
５
日
㊎
午
後
７
時
～　
所

市
役
所
木
田
第
一
庁
舎

●
公
聴
会

時
９
月
29
日
㊊
午
後
７
時
～　
所

市
役
所
木
田
第
一
庁
舎　
対
上
越

都
市
計
画
区
域
内
の
住
民
で
公
聴

会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
る

人　
申
公
聴
会

で
意
見
を
述
べ

た
い
人
は
９
月

９
日
㊋
ま
で
に

書
面
を
縦
覧
場

所
へ　
他
意
見

が
な
い
場
合
、

公
聴
会
を
中
止

し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは
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第
42
回
不
動
産
フ
ェ
ア

所
無
印
良
品 

直
江
津 

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ 

Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ　
問（
公
社
）新
潟
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
上
越
支
部（
☎

０
２
５
・
５
２
１
・
１
１
８
４
、

takken.j@
eos.ocn.ne.jp

）

●
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
不
動
産
・
空
き
家
・
融
資
に
関

す
る
無
料
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
１
件
30
分
程
度
）

時
９
月
27
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

５
時

●
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　
不
動
産
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

時
９
月
27
日
㊏
午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

●
空
き
家・売
家
な
ど
の
物
件
展
示

時
９
月
27
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

５
時９

月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」

　
日
本
人
の
お
よ
そ
２
人
に
１
人 

が
、
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
診
で
は
、
初

期
段
階
の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
早
期
に
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
へ
の
負

担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き
く
高

ま
り
ま
す
。

　
９
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

上
越
市
健
康
診
査
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り

推
進
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
８
４
２
）

老
人
医
療
費
助
成
制
度（
県
老
）

　
通
院
・
入
院
時
に
か
か
る
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、後
期
高
齢 

者
医
療
制
度
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
～
69
歳
ま
で
の
人

②�

１
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
寝
た
き

り
状
態
の
人

③�

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
３

５
万
円
以
下
の
人

申
国
保
年
金
課
、各
総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所　
問
国
保
年
金
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

１
７
）

小
木
直
江
津
航
路 

上
越
市
民
限
定
往
復
割
引

　
小
木
直
江
津
航
路
を
往
復
利
用

す
る
上
越
市
民
の
皆
さ
ん
の
運
賃

を
割
り
引
き
ま
す
。「
佐
渡
島
の

金
山
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
、注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
今
、

直
江
津
港
か
ら
佐
渡
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

時
９
月
８
日
㊊
～
11
月
24
日
㊊
・

振
）（
予
算
に
達
し
次
第
終
了
）　

対
佐
渡
汽
船
が
販
売
す
る
乗
船
券

ま
た
は
旅
行
商
品
で
小
木
直
江
津

航
路
を
往
復
利
用
す
る
市
民　
費

割
引
額
＝
大
人
往
復
２
千
円
、
小

児
往
復
千
円
（
幼
児
は
対
象
外
）　

他
電
話
予
約
可

（
受
付
時
間
＝

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
）　

申
問
佐
渡
汽
船

直
江
津
総
合
案

内
所
（
☎
０
２

５
・
５
４
４
・

１
２
３
４
）

令
和
７
年
度「
緑
の
募
金
」

の
御
礼
と
報
告

　
４
月
１
日
㊋
～
５
月
31
日
㊏
に

実
施
し
た
「
緑
の
募
金
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

５
，２
３
９
，１
４
０
円
集
ま
り
ま

し
た
。
募
金
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
に
よ
る
地
域
の
緑
化
活

動
や
森
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
の
ほ
か
、
緑
の
少
年
団

の
活
動
・
育
成
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、人工的に造ることができず長期保存
ができないため、皆さんの善意の献血が頼りです。ご協力をお願いします。
　新潟県赤十字血液センターでは、献血Web会員サービス「ラブラッド」から
の予約をおすすめしています。会員でない人や初めての人も利用でき、スムーズ
に受け付けできます。また、会員登録すると血液検査の結果がWebで閲覧でき
るほか、予約や献血などで貯まるポイントで、記念品がもらえます。

会　　場 実施日 受付時間

イオン上越店
※毎月第１・３火曜日
　　　第３・４日曜日

２日㊋
16日㊋
21日㊐
28日㊐

10：00～12：00　
13：30～16：00※
※�火曜日は
　15：30まで

上越地域振興局 ３日㊌ 13：30～15：30
（一財）上越環境科学センター 18日㊍ 10：00～11：30
上越市役所
木田第一庁舎
※同時実施；骨髄バンク登録会

18日㊍ 10：00～11：30
13：00～15：30

県立上越テクノスクール 19日㊎ 10：00～12：00
13：15～15：30

９月の献血バス運行日程� 問  健康づくり推進課（☎025-520-5712）

献血キャラクター
けんけつちゃん

献血は命をつなぐ
ボランティアです

詳しくは

い
ま
し
た
。

問
農
林
水
産
整
備
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
５
９
）

市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
は

10
月
19
日
告
示
、
10
月
26
日
投
開

票
の
予
定
で
す
。
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
人
は
説
明
会
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
１
立
候
補
予
定
者

に
つ
き
２
人
ま
で
出
席
で
き
ま
す
。

時
９
月
13
日
㊏
午
後
２
時
～　
所

市
民
プ
ラ
ザ　
問
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
８
０
７
）

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは
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●無料相談案内
相談窓口 電話番号 開設日 開設時間

市●健康づくり推進課 025-520-5841
月～金曜日
（祝祭日除く） 8：30～17：15●各総合事務所市民生活・福祉グループ 各総合事務所へ

県

●上越地域いのちとこころの支援センター（上越保健所内） 025-524-7700
●上越地域振興局健康福祉環境部（上越保健所） 025-524-6132
●新潟県こころの相談ダイヤル 0570-783-025

（ナビダイヤル なやみなし にいがた） 年中無休 24時間

●新潟県精神保健福祉センター 025-280-0113 月～金曜日
（祝祭日除く） 8：30～17：00

民
間

●よりそいホットライン 0120-279-338
（フリーダイヤル） 年中無休 24時間

●新潟いのちの電話 025-288-4343 年中無休 24時間

●自殺予防いのちの電話 0120-783-556
（フリーダイヤル）

毎日 16：00～21：00
毎月10日 8：00～翌日8：00

９月は新潟県自殺対策推進月間です�
「市民一人ひとりの命とこころを大切に」市では自殺予防に取り組んでいます

問  健康づくり推進課（☎025-520-5841）

　特殊詐欺電話の撃退や詐欺被害防止に役立つ「通
話録音装置」を、対象となる高齢者に無料で貸し出
します。10月31日㊎まで申請期限を延長し、希望
者に貸し出しを行います。
　この装置は、電話の着信があった際に「この電話
は録音されています。」などと警告メッセージを流し、
会話内容を自動録音するものです。
　電話回線と電話機の間に接続するだけで工事や工
具は不要です。

対市内居住者（住民登録のある人）で「65歳以上
の高齢者のみの世帯」または「日中において65歳
以上の高齢者のみとなる世帯」に属する高齢者　
申貸与申請書に必要事項を記入し、市民安全課また
は各総合事務所へ。（郵送・ファクシミリ可）　
他貸出期間５年。電話回
線や電話機の機種によっ
ては取り付けできない場
合があります

通話録音装置を無料で貸し出します� 問  市民安全課（☎025-520-5661）

詳しくは

「家族や仲間の変化に気付いて、声をかける」
・�元気がない、落ち込んでいる、疲れている、食欲がない、眠れていない、 

身なりが整っていない、アルコール量が増えたなどの変化に気付く。

「本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける」
・本人の考えや感じていることを尊重し、否定したり話をそらしたりせず、
　聞き役に徹しましょう。

「早めに相談窓口に相談する」
・相談を受けたら一人で抱え込まず、身近な協力者と連携しましょう。

「相談窓口につないだ後も寄り添いながら見守る」

気付き

傾　聴

つなぐ

見守る
相談窓口

どうしたの、辛そうだけど…

それは辛いですね

こんな相談先もあるけど、どうですか

いつでもそばにいるよ

最近眠れていますか

大変だったね

付き添うから一緒に行ってみない

気軽に相談してね
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●医療機関を適切に利用しましょう
　市では、医師会や各医療機関と連携し、休日や夜
間などに発症した病気やけがなどに対応するため、
救急医療体制を確保しています。症状に応じて適切
に利用してください。

受入体制 症状の度合い 医療機関
初期救急 比較的軽症な患

者の診療
かかりつけ医
上越休日・夜間診療所

二次救急
手術・入院が必
要な重症患者の
診療

上越総合病院、新潟労
災病院、上越地域医療
センター病院など

三次救急
二次救急医療で
は対応できない
重篤患者の診療

県立中央病院救命救急
センター

○�救急医療情報サイト「上越メディカル
ナビ」では、医療機関や救急車の適切
な利用方法を動画で紹介しています。

●県で実施している救急相談
○救急医療電話相談・小児救急医療電話相談
　夜間の急な病気（発熱、嘔吐、下
痢など）やけがに関する電話相談を
行っています。看護師が相談に対応
し、必要に応じて医師へ助言を求め
ます。相談は無料ですが、通話料金
がかかります。
時【月～土曜日】午後６時～翌朝午前８時
※ゴールデンウィーク、年末年始は24時間相談受け付け
【日曜日・祝日】午前８時～翌朝午前８時（24時間）
問小児（15歳未満）=☎025-288-2525または＃8000
15歳以上=☎025-284-7119または＃7119
○ＡＩ救急相談アプリ
　急な病気やけがのとき、LINEから気
軽に救急医療の相談ができます。

●上越休日・夜間診療所の診療案内
　夜間や休日の急な発熱や腹痛など、比較的症状の軽い人
の応急診療を行っています。症状に関わらず、事前に必ず
電話してから受診してください（電話は受付時間内のみ）。
※�診療可能人数を超えた場合、受付時間内でも受け付けを
終了する場合があります。
※�６カ月未満の乳児は、医師の出務状況により診察できな
い場合があります。事前連絡の際にご確認ください。

所新光町1-8-11（オールシーズンプール向かい）　問上越休日・夜間診療所（☎025-522-3777）
●AEDは私たちを心臓突然死から救います
　市では、利用者の多い公共施設などにAEDを設置しています。
　なお、日本赤十字社新潟県支部や各消防署では、AEDの使用方法についての講習会を行っ
ています。積極的に参加してください。

救急の日、救急医療週間�
９月９日㊋は「救急の日」、９月７日㊐～９月13日㊏は「救急医療週間」です。

問  地域医療推進課（☎025-520-5699）､上越地域振興局健康福祉環境部医薬予防課（上越保健所、☎ 025-524-6134）

健康診査・がん検診を受診しましょう�
問  健診専用ダイヤル（☎025-521-6231、6233）または各総合事務所へ

●こどもの健康診査
　乳幼児健康診査や離乳食
相談会の日程は、母子健康
手帳アプリまたは上越市子
育て応援ステーションホー
ムページで確認してくださ
い。アプリでの予約が必要です。
●成人の健康診査・がん検診
　年に一度は健康診査・がん検診を受け、自分の体
の状態を確認しましょう。
　令和６年度に、市が実施した健康診査を受けた人
には、３月下旬に受診日時を指定した案内はがきを
郵送しています。日時を指定した案内はがきが届い
ていない人は、新規の予約が必要です。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。
　また、新規予約や予約内
容の変更はインターネット
予約がおすすめです。24
時間いつでも予約ができ、
申し込みもスムーズです。

●無料で受けられる健康診査・がん検診
　次の人は、市で行っている健康診査・がん検診を
無料で受けられます。
すべての健康診
査・がん検診
（胸部CT検診は除く）

令和８年３月31日時点の年齢が70歳以
上の上越市国民健康保険加入者または
後期高齢者医療制度加入者

特定健康診査 令和８年３月31日時点の年齢が40歳・
50歳・60歳の上越市国民健康保険加入者

胃がん検診 令和８年３月31日時点の年齢が40歳の人

子宮頸がん検診 21歳の女性（平成16年４月２日～平成
17年４月１日生まれ）

乳がん検診 41歳の女性（昭和59年４月２日～昭和
60年４月１日生まれ）

※�特定健康診査、子宮頸がん検診、乳がん検診の無
料対象者には、無料クーポン券をお送りしています。

●健康づくりポイント
　健康診査やがん検診の受診、運動などの
健康づくりに関するポイントを貯めて応
募すると、500円分のポイントの全員プレ
ゼントのほか、抽選で特別賞が当たります。

健康づくりポイント
応援サイト

上越市子育て応援
ステーション

インターネット
予約

母子健康手帳
アプリについて

詳しくは

診療日 診療科目 受付時間
平　日 内科・小児科 19：30～21：30

土曜日 内科・小児科 16：00～17：30
19：00～20：30

日曜日
祝　日
年末年始

内科・小児科・外科 ９：00～11：30
13：00～15：30

内科・小児科 16：00～17：30
19：00～20：30
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●９月分の都市ガス料金
　原料費調整制度による９月分の都
市ガス料金（一般契約料金）は、４
月～６月のLNG等平均原料価格（貿
易統計値）による調整を行ったほ
か、国の補助金を活用して１㎥当た
り10円を値引きします。

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 138.29円
26～150㎥ 136.52円
151㎥以上 135.06円

前月検針分に比べ１㎥当たり3.65円の値下げとな
ります。
※基本料金は変わりません。
問ガス水道局総務課（☎025-522-5518）
●11月30日㊐まで ｢ガスと暮らしの安心｣ 運動を

実施中
　ガスを安心かつ快適にお使いいただけるよう、ガ
ス設備やガス機器の使用および維持管理の方法をお
伝えしています。
○ガス安全・安心のポイント
・ガス機器の使用中は、必ず換気
・�安心を見守る警報器の設置・交
換を
・�古くなったガス機器は、安全型
（不完全燃焼防止装置付きなど）
に交換
・ガス機器とガス栓は、正しく接続
・敷地内に埋設されている古いガス管の入れ替え
問ガス水道局供給計画課（☎025-522-5515）

●９月10日は「下水道の日」
　～衛生的な暮らしを守り災害を防ぐ下水道～
○下水道の役割
①�公衆衛生の向上　汚水を下水
道管で処理場に運び、きれい
な水に処理してから川や海に
戻すことで、まちの衛生を保
ちます。

②�大雨による災害の防止　大雨
による浸水被害を軽減するた
めに雨水管や排水ポンプを整
備し、雨水を排水しています。
○市民の皆さんへのお願い
・下水道の正しい使用　
　台所やトイレなどの排水管に、油や野菜くず、ティッ
シュペーパーなどの水に溶けないものを流すと、下
水管の詰まりや機械の故障の原因になります。
・下水道への接続
　下水道の整備が終わったら、おおむね１年以内（く
み取り式トイレを使用の場合は３年以内）に下水道
への接続をお願いします。
○下水道センターの施設見学・出前授業を随時受付中
　総合学習などにご活用ください。
問汚水について＝ガス水道局下水道課（☎025-
522-5516）、雨水について＝雨水施設課（☎025-
520-5795）、見学、
出前授業について＝
ガス水道局下水道課
下水道センター（☎
025-543-6110）

ガス水道局からのお知らせ�

詳しくは

ご近所のお年寄りをみんなで温かく見守りましょう～９月は新潟県高齢者見守り強化月間です～�
問  高齢者支援課（☎025-520-5707）

●こんな異変はありませんか
○一人暮らしの高齢世帯
・�新聞がたまっていて夜になっても電気がつかない。
・洗濯物が何日も外に出しっ放し。
○悪質商法の被害の恐れ
・見慣れない人が出入りしている。
・未開封の段ボールなどがたくさんある。
○認知症の疑い
・何回も同じ話をするようになった。
・ �天気や季節に合わない格好、不自然な時間に出
歩いている。

●日頃から私たちができること
・助け合い…気軽に助けを頼める地域の輪をつくる
・あいさつ…ご近所で声をかけ合う
・気配り…さりげなく見守る
●高齢者見守り協力事業所を募集しています
　従業員が業務中に高齢者の異変に気付いたときに、
市などへの連絡に協力いただける事業所を募集して
います。登録事業所には、店
舗などに貼るステッカーを交
付し、市ホームページの協力
事業所一覧に掲載します。

　地域の皆さんが「高齢者の異変」に気付き関係機関につなげることで、必要な支援に結び付きます。高齢者の
皆さんを地域で温かく見守り、いつもと様子が違うと感じたときは、市や地域包括支援センター、民生委員・児
童委員などに連絡してください。

詳しくは
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令和８年度４月入園　幼稚園・保育園・認定こども園の入園申し込みを受け付けます�
問  保育園・認定こども園＝各園または幼児保育課（☎025-520-5720）、幼稚園＝各園または学校教育課（☎025-545-9244）

市有財産を売却します� 農作業事故防止に関するお願い�
問  農政課（☎025-520-5748）

　市有地を一般競争入札により売却します。
●売却物件＝旧金谷地区公民館敷地
申入札参加申込書に必要事項を記入し、10月
24日㊎午後５時までに資産活用課（☎025-
520-5642）へ　他売却物件の詳細については、
入札案内書をご確認ください。入
札案内書、入札参加申込書は申込
先にあるほか、市ホームページか
らダウンロードできます

●ストップ農作業事故
○農作業事故の防止と安全作業の徹底に努めましょう。
○適度に休息を取って作業しましょう。
○�農業機械でほ場に出入りするときは、勾配や段差に十
分注意し、転倒や転落を防ぎましょう。
○�農業機械の点検は、必ずエンジンを止めてから行いま
しょう。
○�シートベルト、ヘルメットの着用を徹底するとともに、
早めにライトを点灯しましょう。
○道路に土が落ちた際は、早めに取り除きましょう。
○�草刈機を使用するときは、保護具を必ず着用しましょう。
●稲わら・もみ殻（がら）は土づくりに
○�毎年、稲わらやもみ殻の焼却による煙の苦情が周辺住
民から、寄せられています。
○�稲わらやもみ殻は貴重な有機資源です。水田へすき込
むなど土づくりに活用し、環境にも人にもやさしい米
づくりに取り組みましょう。
○�乾燥やもみすり作業は、排出口の向きな
どに注意して、周囲の迷惑にならないよ
うにしましょう。

詳しくは

詳しくは

198

南
出張所

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道 

妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ
ン

物件所在地

N

●申込期間
　保育園・認定こども園（２・３号認定）：
　　　　　　　　９月１日㊊～10月31日㊎
　幼稚園・認定こども園（１号認定）：
　　　　　　　　９月１日㊊～各園で定めた期間
●申し込み
　第一希望の園で申込書類を受け
取り、園へ直接申し込んでください。
　園一覧については、各園にある
申込書類または市ホームページで
確認してください。
※�保育園と認定こども園（下表の２・３号認定の場合）
は、各園の定員を超えた場合は、市が選考を行い、

他の入園先をあっせんします。また、在園児の進級
に伴い定員に達するクラスは、入園申し込みを受け
付けできないことがあります。

●利用のための認定（教育・保育給付認定）
　保育園などの利用にあたって「利用のための認定」
（教育・保育給付認定）を受ける必要があります。
　教育・保育給付認定は、子どもの年齢と、認定こど
も園や幼稚園での教育を希望するか、保育園などでの
保育を必要とするかによって１号・２号・
３号の区分があり、その区分に応じた施
設を利用できます。
　詳しくは、各園にある申込書類または
市ホームページで確認してください。

保育を必要とする事由に該当する保護者の子どもも、幼稚園・認定こども園の教育（1号認定）を受けることができます。

●施設の種類と教育・保育給付認定区分
認定区分

施設の種類

3歳以上 3歳未満
教育を希望
1号認定

保育を必要
2号認定

保育を必要
3号認定

保育園 — ○ ○

認定
こども園 ○ ○ ○

幼稚園 ○ — —

保育を必要とする事由
　全ての保護者が、次の「保育を必要とする事由」のいずれかに該
当することが必要です。
①�月48時間以上の就労（育児休業中で令和８年５月１日までに職場
復帰する人も含む）

②�妊娠中（原則として産前８週（多胎妊娠は産前14週））であるか、
産後８週以内

③保護者の疾病・障害
④同居または長期入院などをしている親族を常時介護・看護している
⑤災害復旧の期間中
⑥求職活動（起業準備を含む）
⑦就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
⑧虐待やDVから子どもを保護する必要がある

詳しくは
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防
災
講
演
会

時
9
月
28
日
㊐
午
後
2
時
～
4
時

30
分　
所
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希

望
館　
対
市
内
在
住
の
人　
定
50

人
（
申
込
順
）　
講
第
1
部
＝
田

村
圭け

い
子こ

さ
ん
（
新
潟
大
学
教
授
）

「
避
難
行
動
要
支
援
者
と
の
関
わ

り
方
」、
第
2
部
＝
宗む

な

方か
た

恵
美
子

さ
ん
（
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
常

務
理
事
）「
人
権
と
多
様
性
に
配

慮
し
て
防
災・減
災
に
取
り
組
む
」

申
問
9
月
５
日

㊎
以
降
に
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
上
越
市
防
災

委
員
会
事
務
局

（
市
民
安
全
課

内
、☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

６
０
）

に
い
が
た・技
の
に
ぎ
わ
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

　
熟
練
技
能
士
な
ど
に
よ
る
製
作

実
演
や
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
な

ど
、
新
潟
の
も
の
づ
く
り
を
遊
ん

で
学
べ
る
一
日
で
す
。

時
９
月
20
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分　
所
長
岡
市
市
民
体
育

館　
問
に
い
が
た
・
技
の
に
ぎ
わ

も
よ
お
し
・
講
座

い
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
☎
０

２
５
・
２
８
３
・
２
１
５
５
）

み
ん
な
で
つ
な
ご
う 

な
お
え
つ
う
み
ま
ち
ア
ー
ト
２
０
２
５

　
現
代
ア
ー
ト
で
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
。

　

作
品
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ま
ち
な
か
で
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
直
江
津
の

歴
史
や
文
化
、
風
土
な
ど
の
魅
力

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
９
月
15
日
㊊
・
㊗
ま
で　
所
直

江
津
屋
台
会
館
ほ
か　
問
な
お
え

つ
う
み
ま
ち
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
（
総
合

政
策
課
内
、
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
２
６
）

な
お
え
つ
う
み
ま
ち
音
楽
祭

　
な
お
え
つ

屋
台
パ
ー
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組

み
の
一
環
と

し
て
、
新
潟

ゆ
か
り
の

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
出
演
す

る
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

時
９
月
13
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

６
時　
所
直
江
津
屋
台
会
館
、
海

浜
公
園　
費
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の

入
場
＝
無
料　
ス
テ
ー
ジ
エ
リ
ア

へ
の
入
場
＝
一
般
５
０
０
円
、
高

校
生
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料　
問
な
お
え
つ
屋
台
パ
ー
ク
事

務
局
（（
株
）

タ
カ
ヨ
シ
、
☎

０
２
５
・
２
８

２・７
０
３
５
）

通
訳
に
つ
い
て
学
ぶ
基
礎
講
座 

～
通
訳
力
を
高
め
る
た
め
に
～

　
通
訳
ス
キ
ル
を
高
め
る
講
座
で

す
。
挨
拶
や
会
食
時
の
場
面
を
想

定
し
、
通
訳
の
心
得
な
ど
を
学
び

ま
す
。

時
第
１
回
＝
10
月
４
日
㊏
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　
第
２
回
＝

11
月
16
日
㊐
午
前
11
時
～
午
後
１

時　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
日
本
語

が
話
せ
る
外
国
人
市
民
（
日
本
人

の
受
講
も
可
能
）　
定
15
人
程
度

（
申
込
順
）　
費
１
５
０
０
円
（
２

回
目
食
事
代
）　
申
問
９
月
４
日

㊍
～
26
日
㊎
の
間
に
上
越
国
際
交

流
協
会
（
☎
０

２
５・５
２
７・

３
６
１
５
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
湯
＝
９
月
７
日

㊐
、ひ
の
き
の
湯
＝
９
月
23
日
㊋・

㊗
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
９

時　
費
一
般
４
２
０
円
、
小
・
中

学
生
２
１
０
円（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に

よ
る
割
引
制
度
あ
り
）

心
身
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会 

活
動
発
表
会

「
き
い
て
！
知
っ
て
！
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
」

　
身
体
障
害
、

視
覚
障
害
、

聴
覚
障
害
、

知
的
・
発
達

障
害
、
精
神

障
害
の
当
事

者
や
家
族
で

構
成
す
る
「
上
越
市
心
身
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
」
の
各
団
体
の

活
動
を
発
表
す
る
ほ
か
、
物
販
や

ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
ま
す
。

時
９
月
７
日
㊐
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時　
所
上
越
勤
労
身
体
障

害
者
体
育
館　
問
上
越
市
心
身
障

害
者
福
祉
団
体
連
合
会
事
務
局（
上

越
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
、
☎
０

２
５
・
５
２
６
・
１
５
１
５
）

上
越
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
動
会 

シ
ニ
ア
歴
史
さ
ん
ぽ

　
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
七
尾

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
交
流

を
通
し
て
、
被
災
の
様
子
や
復
興

の
現
状
を
見
聞
き
し
ま
す
。
地
元

の
物
産
を
購
入
し
て
復
興
を
応
援

し
ま
す
。

時
10
月
８
日
㊌
（
マ
ル
ケ
ー
バ
ス

セ
ン
タ
ー
午
前
８
時
発
、
午
後
６

時
頃
着
）　
所
バ
ス
乗
車
場
所
＝

上
越
大
通
り
、
山
麓
線
、
高
田
駅

前
案
内
所
、
直
江
津
駅
北
口
バ

ス
停
な
ど　
対
60
歳
以
上
の
市
民　

定
30
人
（
申
込
順
）　
費
１
万
３

千
円　
申
問
９
月
４
日
㊍
～
26
日

㊎
の
間
に
、
頸
城
自
動
車
㈱
旅
行

課（
☎
０
２
５・

５
４
３
・
４
２

８
０
）

上
越
地
域
看
護
研
究
発
表
会・看
護
研
究

セ
ン
タ
ー
地
域
課
題
研
究
報
告
会

　
上
越
地
域
の
医
療
機
関
や
地
域

に
所
属
す
る
看
護
職
員
が
取
り
組

ん
だ
看
護
研
究
の
発
表
や
実
践
報

告
を
行
い
ま
す
。

時
10
月
18
日
㊏
午
後
０
時
30
分
～

４
時
10
分　
所
新
潟
県
立
看
護
大

学　
申
10
月
３
日
㊎
ま
で
に
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
（
会
場
参
加
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
い
ず
れ
か

を
選
択
）　
問
新
潟
県
立
看
護
大

学
看
護
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
２

６・２
８
２
２
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは
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認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の
人

や
介
護
家
族
、

認
知
症
の
介
護

に
関
心
が
あ
る

人
で
情
報
交
換

や
悩
み
な
ど
を
共
有
し
ま
す
。

時
９
月
27
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
費

２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区
の

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

私
は
私
ら
し
く
歩
い
て
行
こ
う
！

「
い
つ
で
も
カ
フ
ェ
」

　
暮
ら
し
の
こ
と
、
か
ら
だ
や
心

の
こ
と
な
ど
、
一
緒
に
お
話
し
し

ま
せ
ん
か
。

時
９
月
24
日
㊌
午
前
10
時
～
正
午　

所
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
上

越
店　
定
15
人（
申
込
順
）　
費
無

料（
飲
み
物
は
各
自
店
内
で
購
入
）　

申
問
９
月
４
日
㊍
～
22
日
㊊
の
間

に
リ
ボ
ー
ン
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
３
０
・
７

８
０
２
）

マ
ザ
ー
ズ
再
就
職 

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
た
い

人
を
対
象
に
、

保
育
園
制
度
や

子
育
て
支
援
制

度
、
求
職
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
す
る
ほ
か
、

座
談
会
を
行
い
ま
す
。

時
10
月
10
日
㊎
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
定

12
人
（
申
込
順
）　
申
問
９
月
５

日
㊎
〜
30
日
㊋
の
間
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
上
越　

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー

ナ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２
３
・
６

１
２
１
・
４
１
♯
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
以
上

～
就
学
前　
定
12
人
（
申
込
順
）

障
が
い
者
合
同
就
職
面
接
会

　
上
越
地
域
で
就
職
を
希
望
す
る

障
害
の
あ
る
人
と
企
業
と
の
就
職

面
接
会
で
す
。

時
9
月
25
日
㊍
午
後
１
時
30
分
～

４
時　
所
上
越
勤
労
身
体
障
害
者

体
育
館　
申
問
9
月
4
日
㊍
以
降

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
（
☎
０
２

５
・
５
２
３
・
６
１
２
１
・
４
２

＃
）　
他
手
話
通
訳
者
あ
り

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

養
成
講
座

　
観
光
案
内
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

時
10
月
10
日
㊎
、
16
日
㊍
、
30
日

㊍
、
11
月
６
日
㊍
、
15
日
㊏
、
27

日
㊍
（
全
６
回
を
予
定
）　
所
直

江
津
学
び
の
交
流
館
ほ
か　
対
上

越
市
の
観
光
や
歴
史
に
興
味
の
あ

る
人　
費
無
料
（
現
地
研
修
は
費

用
別
途
）　
申
問
メ
ー
ル
ま
た
は

は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
「
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講

希
望
」と
明
記
の
上
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
番
号
を
記
入
し
、
９
月
30
日
㊋ 

ま
で
に
（
公
社
）
上
越
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
〒
942
・
0004 

西
本
町
４
・
18 

・
12
、
☎
０
２
５
・

５
４
３・２
７
７
７
、
FAX
０
２
５・

５
４
５
・
１
１
１
３
、

jtca@
joetsu.ne.jp

）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

『「
み
ん
な
と
一
緒
に
滑
り
た
い
」が 

叶
う
場
所
で
。』

　
市
で
は
、
安
塚
雪
だ
る
ま
高
原

を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
運
動

が
苦
手
な
人
を
含
め
、
障
害
の
有

無
や
年
齢
、
国
籍
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
豊
か
な
自
然
の
中

で
野
外
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う
、

受
入
体
制
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

「
観
光
×
教
育
」
の
視
点
か
ら
、

上
越
市
の
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

時
９
月
28
日
㊐
午
後
１
時
30
分
～

４
時　
所
安
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ　
講
小
泉
二
郎
さ
ん
（
慶
応

義
塾
大
学
上
席
所
員
）
ほ
か　
申

９
月
19
日
㊎
ま
で
に
浦
川
原
区
総

合
事
務
所
産
業

グ
ル
ー
プ
（
☎

０
２
５
・
５
９

９・２
３
０
２
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
甲
斐・佐
渡
の
金
山
と
日
本
の
鉱
山
文
化：

武
田
、上
杉
そ
し
て
徳
川
へ
」

　
甲
斐
（
現
在
の
山
梨
県
）
や
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
佐
渡
島

の
金
山
」
な
ど
を
対
象
に
、
戦
国

期
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
金
生
産

技
術
の
特
色
や
時
代
背
景
を
探
り

ま
す
。

時
９
月
13
日
㊏
午
後
１
時
～
５
時

（
受
付
＝
午
後
０
時
30
分
～
）　
所

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
定
３
０
０
人

（
申
込
順
）　
申
問
９
月
10
日
㊌
ま

で
に
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
県
観

光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
課
埋
蔵

文
化
財
係
（
☎

０
２
５
・
２
８

０・５
６
２
０
）

第
２
回 

小
川
未
明
文
学
館
講
座 

「
未
明
童
話・１
９
２
０
年
代
の

激
動
と
豊ほ

う
饒じ

ょ
う

」

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
約

10
年
間
の
未
明
童
話
の
足
跡
を
た

ど
り
な
が
ら
、
小
川
未
明
に
お
け

る
１
９
２
０
年
代
が
い
か
に
豊
饒

で
変
化
の
激
し
い
時
期
で
あ
っ
た

か
を
考
え
ま
す
。「
赤
い
蝋
燭
と

人
魚
」「
月
夜
と
眼
鏡
」
な
ど
を

取
り
上
げ
、
未
明
童
話
の
変
容
と

真
髄
に
迫
り
ま
す
。

時
10
月
５
日
㊐
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
高
田
図
書
館　
定
30
人

（
抽
選
）　
講
小お

埜の

裕
二
さ
ん
（
上

越
教
育
大
学
教
授
）　
申
問
９
月

28
日
㊐
ま
で
に
小
川
未
明
文
学
館

（
☎
０
２
５
・

５
２
３
・
１
０

８
３
）

買
っ
て・食
べ
て・当
て
ち
ゃ
お
う
！ 

上
越
市
地
産
地
消
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

対
象
店
舗
で
上
越
産
食
材
を

使
っ
た
対
象
商
品
を
購
入
し
、
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
参
加
店
舗
共
通
商
品
券（
３

千
円
分
）
な
ど
の
景
品
が
当
た
る

ほ
か
、
２
店
舗
以
上
回
っ
た
人
限

定
の
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

時
9
月
12
日
㊎
～
10
月
31
日
㊎　

他
応
募
は
、
各
参
加
店
舗
と
農
村

振
興
課
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
応

募
箱
、
ま
た
は

郵
送
に
て
受
け

付
け
ま
す　
問

農
村
振
興
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

５
１
）

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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正
善
寺
工
房
「
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
中
華
ち
ま
き
作
り
教
室

時
９
月
10
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
３
色
お
は
ぎ
作
り
教
室

時
９
月
17
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
旬
の
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
９
月
24
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
ビ
ー
ズ
教
室

時
９
月
26
日
㊎

午
後
１
時
30
分
～

費
２
５
０
０
円

二
貫
寺
の
森
づ
く
り
活
動

　
二
貫
寺
の
森
で
、
自
然
観
察
や

工
作
体
験
を
通
じ
て
森
林
の
環
境

や
森
林
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

所
二
貫
寺
の
森
管
理
棟　
時
９
月

20
日
㊏
午
前
９
時
～
正
午　
他
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　
定
30

人（
申
込
順
）　
申
９
月
４
日
㊍
～

12
日
㊎
の
間
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら　
問
農
林
水

産
整
備
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
５
９
）

第
３
回
「
上
越
市
親
の
会
」

　
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
な

ど
、
子
ど
も
に

関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
や
悩

み
を
抱
え
る
保

護
者
の
皆
さ
ん

の
た
め
の
会
で

す
。
少
し
肩
の
力
を
抜
い
て
話
し

合
う
こ
と
で
、
解
決
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

時
９
月
６
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
教
育
プ
ラ
ザ　
問

青
少
年
健
全
育

成
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
４
４
・
４
６

９
０
）

上
越
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
ク
ラ
ブ 

活
動
発
表
会

　
小
学
２
年
生

か
ら
中
学
１
年

生
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
が
、
４

月
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
練
習

の
成
果
を
講
師

と
協
力
団
体
の
上
越
市
民
吹
奏
楽

団
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
披
露
し
ま

す
。

時
９
月
28
日
㊐
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越　
他
子
ど
も
用
の
分
数
バ

イ
オ
リ
ン
な
ど
の
寄
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
合
せ
先

へ　
問
上
越
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
ク
ラ

ブ
の
綿
貫
さ
ん
（
☎
０
２
５
・
５

３
０
・
８
０
１
３
）

録
音
図
書
体
験
会

　
専
用
の
再
生

機
器
や
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
、

録
音
図
書
を
実

際
に
聴
い
て
み

ま
す
。

時
９
月
６
日
㊏
、
10
月
４
日
㊏
い

ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時　
所
高
田
図
書

館　
対
活
字
に
よ
る
読
書
が
困
難

な
人　
問
高
田

図
書
館
（
☎
０

２
５
・５
２
３・

２
６
０
３
）

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー 

公
開
講
演
会「
宇
宙
は
無
重
力
？
」

　
宇
宙
船
の
中

が
な
ぜ
無
重
力

に
な
る
の
か
を

通
し
て
、
自
然

界
で
最
も
弱
い

力
で
あ
り
、
宇

宙
や
天
体
を
形
作
る
最
も
重
要
な

力
、
重
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

時
９
月
28
日
㊐
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
直
江
津
学
び
の
交
流
館　

定
50
人
（
申
込
順
）　
申
問
９
月

５
日
㊎
午
前
10
時
～
23
日
㊋
・
㊗

の
間
に
、電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
直
江
津

図
書
館
（
☎
０

２
５・５
４
５・

３
２
３
２
）

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越 

テ
ニ
ス
教
室　
歌
の
教
室

　
日
程
な
ど
の

詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
募
集

要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
９
月
９
日
㊋

以
降
に
往
復
は

が
き
も
し
く
は

直
接　
問
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

上
越
（
☎
０
２
５
・
５
４
４
・
２

１
２
２
）

●
第
３
期
テ
ニ
ス
教
室

　
年
齢
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

費
６
７
０
０
円　
定
30
人（
申
込
順
）

●
第
２
期
歌
の
教
室

　
な
つ
か
し
の
文
部
省
唱
歌
や
童

謡
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

対
女
性　
費
４

５
０
０
円　
定

10
人（
申
込
順
）

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

も
よ
お
し

申
問（
一
財
）上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・
４
１

１
９
）
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

健
康
体

操
、
気
分
体

ス
ッ
キ
リ
体

操
、
健
康
ト

ラ
ン
ポ
ビ
ク

ス
な
ど
14
教

室
を
開
催
し

ま
す
。

時
９
月
～
12
月
（
全
10
回
）　
所

総
合
体
育
館
ほ
か　
定
各
教
室
10

人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　

費
７
千
円　
申
９
月
５
日
㊎
ま
で

●
第
55
回
上
越
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
10
月
を
中
心

に
競
技
種
目
別

の
大
会
や
、
ど

な
た
で
も
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは
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お
は
な
し
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
認
知
症
っ
て
な
あ
に
？
」

　
親
子
で
認
知
症
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
、認
知
症
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

絵
本
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

時
９
月
７
日
㊐
午
前
11
時
～
11
時

40
分　
所
直
江
津
学
び
の
交
流
館　

問
直
江
津
図
書

館（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
３
２

３
２
）

上
越
交
響
楽
団 

第
91
回
定
期
演
奏
会

　
ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー
（
ラ
ヴ
ェ

ル
編
曲
）
の
組

曲
「
展
覧
会
の

絵
」
や
ハ
イ
ド

ン
の
交
響
曲
第

１
０
４
番
「
ロ

ン
ド
ン
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

時
９
月
21
日
㊐
午
後
２
時
開
演　

所
上
越
文
化
会
館　
費
一
般
千
円
、

高
校
生
以
下
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト
は

上
越
文
化
会
館
、
二
葉
楽
器
、
妙

高
市
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
販
売
中
）

問
上
越
交
響
楽
団
事
務
局
の
茨
木

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
６
０
６
・

１
２
５
４
）

き
の
こ
講
習
会

　
き
の
こ
採
取

や
鑑
別
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

　
き
の
こ
汁
は

提
供
し
ま
す

が
、
昼
食
は
持

参
し
て
く
だ
さ

い
。
荒
天
の
場

合
は
採
取
を
中

止
し
、
講
習
会
の
み
行
い
ま
す
。

時
10
月
16
日
㊍
午
前
10
時
～
午
後

２
時　
所
妙
高
市
（
関
温
泉
入
り

口
）
東
京
学
芸
大
学
付
属
高
等
学

校
妙
高
寮　
定
１
０
０
人
（
申
込

順
）　
費
２
０
０
円　
講
滝
沢
博

さ
ん（（
一
社
）日
本
菌
学
会
会
員
）　

申
問
９
月
16
日
㊋
以
降
に
上
越
食

品
衛
生
協
会
事
務
局（
☎
０
２
５・

５
２
３
・
１
１
９
５
）

第
19
回
工
業
教
育
フ
ェ
ス
タ 

未
来
を
創
る
技
術
と
夢 

～
み
ん
な
集
ま
れ
ハ
イ
テ
ク
ラ
ン
ド
へ
～

　
高
校
生
が
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

や
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
操
縦
体
験
、

未
就
学
児
・
小
中
学
生
向
け
の
も

の
づ
く
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま

す
。
歩
く
恐
竜
や
ミ
ニ
新
幹
線
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ

り
親
子
で
楽
し
め
ま
す
。
会
場
ま

で
高
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す
。

時
10
月
４
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

３
時　
対
未
就
学
児
、
小
中
学
生

と
保
護
者　
所
申
問
上
越
総
合
技

術
高
校
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・

１
１
６
０
）

上
越
ふ
れ
あ
い
混
声
合
唱
団 

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
新
た
な
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
、

金
子
央あ

き
ら

先
生
の

指
導
の
下
、
日

頃
楽
し
く
練
習

し
て
い
る
上
越

ふ
れ
あ
い
混
声

合
唱
団
が
、
心

に
響
く
歌
を
披
露
し
ま
す
。

時
９
月
13
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
頃（
開
場
＝
午
後
１
時
）　

所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越　
講

指
導
＝
金
子
央
さ
ん
、
伴
奏
＝
岩

船
杏き

ょ
う

子こ

さ
ん　
問
代
表
の
吉
田
さ

ん
（
☎
０
８
０
・
５
０
６
３
・
６

５
６
２
）
ま
た
は
実
行
委
員
長
の

星
野
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
７
７
３

５
・
１
９
５
２
）

普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
、
止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
10
月
19
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

所
上
越
地
域

消
防
局　
定

30
人（
申
込

順
）　

申
問

９
月
29
日
㊊

～
10
月
５
日

㊐
の
間
に
上

越
消
防
署
（
☎
０
２
５・５
４
４・

０
１
１
９
）

池
坊
い
け
ば
な
展・伝
統
い
け
ば
な

こ
ど
も
教
室
作
品
展

　
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
生

け
花
の
心
と
技

を
現
代
に
伝
え

る
い
け
ば
な
展

と
、
教
室
に
通

う
子
ど
も
達
に

よ
る
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

所
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
（
あ
す
と
ぴ
あ

高
田
５
階
）　
問
華
道
家
元
池
坊

新
潟
上
越
支
部
の
碓
井
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
４
７
３
３
・
９
５
８
８
）

●
池
坊
い
け
ば
な
展

時
９
月
14
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

６
時
、
15
日
㊊
・
㊗
午
前
10
時
～

午
後
５
時

●
こ
ど
も
作
品
展

時
９
月
14
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

６
時
、
15
日
㊊
・
㊗
午
前
10
時
～

午
後
３
時

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

　
福
祉
交
流
プ

ラ
ザ
内
の
事
業

所
の
活
動
内
容

紹
介
や
利
用
者

の
作
品
展
示
、

市
内
福
祉
事
業

所
に
よ
る
物
品
販
売
を
行
う
ほ
か
、

音
楽
演
奏
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

時
９
月
27
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

１
時　
所
問
福

祉
交
流
プ
ラ
ザ

（
☎
０
２
５
・

５
２
７
・
２
５

２
５
）

第
10
回「
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
和
」

写
真
展

　
会
員
11
人
に

よ
る
44
点
の
写

真
お
よ
び
、
モ

ニ
タ
ー
放
映
に

よ
る
１
０
０
点

の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
９
月
13
日
㊏
～
15
日
㊊
・
㊗
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
15
日
㊊
・

㊗
は
午
後
５
時
ま
で
）　
所
小
川

未
明
文
学
館　
問
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

和
の
野
俣
さ
ん
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
７
６
０
２
）

詳しくは

詳しくは
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女
性
の
た
め
の
や
さ
し
い

写
真
教
室

　
カ
メ
ラ
の
知
識
と
撮
影
技
術
を

学
ぶ
、初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

時
９
月
20
日
㊏
、
10
月
４
日
㊏
、

18
日
㊏
、26
日
㊐
、11
月
８
日
㊏
、

22
日
㊏
の
午
前
９
時
～
正
午
（
全

６
回
）　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
ほ

か　
対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤・

通
学
し
て
い
る
人　
定
20
人
（
申

込
順
）　
費
２
５
０
０
円　
申
市

内
公
共
施
設
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
使
用
す

る
カ
メ
ラ
の
種
類
（
一
眼
レ
フ
・

コ
ン
パ
ク
ト
）
を
記
載
し
、
９
月

４
日
㊍
～
13
日
㊏
の
間
に
上
越
写

真
連
盟
の
宮
内
さ
ん（
☎
０
９
０・

３
６
４
８
・
０
２
８
７
、
FAX
０
２

５
・
５
３
３
・

５
６
０
６
、

m
iyanao5630 

@
gm

ail.com

）

ワ
ー
ク
パ
ル
上
越 

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

●
生
け
花
講
座
（
古
流
）

時
10
月
９
日
㊍
、
23
日
㊍
、
11
月

13
日
㊍
、
27
日
㊍
、
12
月
11
日

㊍
の
午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
全

５
回
）　
費
１
万
４
千
円
（
生
花

代
込
み
）　
講
石
曽
根
久
代
さ
ん　

対
上
越
地
域
在
住
の
18
歳
以
上
の

人　
定
15
人
（
申
込
順
）　
申
９

月
５
日
㊎
以
降
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
電
話
、
ワ
ー
ク
パ
ル
上

越
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

問
ワ
ー
ク
パ
ル

上
越
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

５
１
１
１
）

上
越
教
育
大
学
公
開
講
座

　
講
座
日
程
や
申
込
受
付
期
間
な

ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
９
月
申
し
込
み
の
公
開
講
座

①
陶
芸
講
座
「
ロ
ク
ロ
で
器
を
つ

く
ろ
う
」　

②
英
語
の
絵
本
を
楽

し
む
：
日
英
語
比
較
の
見
地
か
ら

対
①
②
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般　
費
①
高
校
生
以
下
３
１
０
０

円
、
一
般
６
２
０
０
円　
②
高
校

生
以
下
２
６
０
０
円
、
一
般
５
２

０
０
円　
申
問
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
上
越
教
育
大

学
研
究
連
携
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
１
・
３
６

６
５
、
FAX
０
２

５
・
５
２
１
・

３
６
２
１
、

chiiki@
juen.

ac.jp

）

第
12
弾　
上
越
ヨ
ガ
フ
ェ
ス
タ 

ｆ
ｏ
ｒ 

ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ

　
ヨ
ガ
体
験
型
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
ヨ

ガ
に
興
味
が
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

時
９
月
７
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

４
時
15
分　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　

費
１
ク
ラ
ス
＝
１
５
０
０
円
、
２

ク
ラ
ス
＝
２
８
０
０
円
、
３
ク
ラ

ス
以
上
＝
３
８
０
０
円
（
現
金
の

み
）　
他
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
毛
布
、

タ
オ
ル
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
レ
ン
タ
ル
マ
ッ
ト
＝
３
０
０
円　

講
市
内
外
の
運
動
指
導
員　
申
問

関
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
１
４

５・１
５
０
７
）、
倉
石
さ
ん
（
☎

０
９
０・７
５
６
５・８
６
２
５
）、

髙
橋
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
６
６

８
７
・
４
１
０

８
）ズ

バ
ッ
と
解
決
上
越 

第
14
回
お
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

＆
な
ご
み
マ
ル
シ
ェ

●
困
り
事
相
談

　
パ
ソ
コ
ン
Ｉ
Ｔ
、
相
続
・
遺
言

書
・
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
法
的
な

相
談
、
不
用
品
買
取
り
・
処
分
、

草
取
り
、
掃
除
、
片
付
け
、
屋
根
、

外
壁
、
害
獣
・
害
虫
、
空
き
家
の

管
理
、
そ
の
他
暮
ら
し
の
困
り
事

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
な
ご
み
マ
ル
シ
ェ

　
似
顔
絵
、リ
サ
イ
ク
ル
品
販
売
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
販
売
、
缶
バ
ッ

ジ
づ
く
り
体
験
、
ア
ー
ト
体
験
、

メ
ダ
カ
販
売

時
９
月
21
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

３
時　
所
直
江
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
エ
ル
マ
ー
ル　
申
問
ズ

バ
ッ
と
解
決
上
越
事
務
局
（
☎
０

８
０
・
２
５
３
４
・
３
７
３
４
）

※
困
り
事
相
談
は
事
前
に
申
し
込

み
し
た
人
を
優
先

令
和
７
年
度
さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

　
「
大
人
の
発
達
障
害
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

時
９
月
27
日
㊏
午
後
１
時
～
３

時　
所
大
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ　
講
Ｎ
Ｈ
Ｏ
さ
い
が
た
医
療
セ

ン
タ
ー　
精
神
科
医
師
・
心
理
療

法
士　
定
１
０
０
人
（
当
日
先
着

順
）　
問
Ｎ
Ｈ
Ｏ
さ
い
が
た
医
療

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５・５
３
４・

３
１
３
１
）

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

検
定・講
座

○
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
入
門

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

○
ア
ク
セ
ス
応
用

○�

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
デ
ー
タ
活
用　

級
別
２
級
・
３
級

○
Ｊ
Ｗ
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

○
全
員
参
加
の
Ｑ
Ｃ
活
動
講
座

○
サ
ー
ビ
ス
接
遇
検
定
（
２
級
）

○
秘
書
検
定
（
２
級
）

○
も
し
も
し
検
定
（
３
級
）

○
庭
木
の
冬
囲
い
の
仕
方

○
第
一
種
電
気
工
事
士（
実
技
の
み
）

○
第
二
種
電
気
工
事
士（
実
技
の
み
）

○�

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
（
基
本
級
・
専
門

級
）
受
検
対
策

申
問
上
越
人
材

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
３
・
２
６

９
０
）

第
12
回「
写
真
倶
楽
部
Ｆ
６
」

写
真
展

　
「
カ
ラ
フ
ル
」

を
テ
ー
マ
と
し

た
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

時
９
月
４
日
㊍
～
７
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（
４
日
㊍
は
午
後

１
時
30
分
～
、
７
日
㊐
は
午
後
５

時
ま
で
）　
所
小
川
未
明
文
学
館　

問
写
真
倶
楽
部
Ｆ
６
の
大
坪
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
９
４
４
・
６
８

２
４
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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●認知症を知ろう～認知症サポーター養成講座～
　認知症に関する正しい知識や対応の仕方について
学びます。
時所①９月19日㊎午後２時～３時30分　無印良品 
直江津 Open MUJI　②10月１日㊌午後６時30分
～８時　福祉交流プラザ　③10月15日㊌午後２時
～３時30分　五智歴史の里会館（国
府１）　定20人（申込順）　申①９月
４日㊍～18日㊍　②９月16日㊋～30
日㊋　③９月30日㊋～10月14日㊋
●訪問型サービスＢ有償ボランティア養成講座
　高齢者を対象に市が行う訪問型の生活支援サービ
ス（話し相手や安否確認、家事援助）を担う有償ボ

ランティアを養成します。
時９月25日㊍午前９時30分～正午　所カルチャー
センター　申９月24日㊌まで
●音声訳講習会（初心者向け）
　視覚に障害のある人に、必要な情報を音声化して
伝える「音声訳」の知識と、発音、発声、文章の読
み方などを学びます。
時10月2日～11月６日の毎週木曜日（全６回）午
前10時～正午　所福祉交流プラザ　対市内在住の
18歳以上の人　定10人
程度（抽選）　講上越音
声訳マザーテープの会　
申問９月18日㊍まで

詳しくは

詳しくは

社会福祉協議会のもよおし�  申  問  上越市社会福祉協議会地域福祉課（☎025-526-1515）

第70回 松代藩真田十万石まつり

市
いち
場
ば
街
まち
2025

　松代町は、江戸時代に真田家が十代にわたり治めた「真田十万石」の城下町です。
10月11日㊏、12日㊐に、真田家の善政をたたえる「松代藩真田十万石まつり」が行
われます。
　12日㊐には、「松代藩真田家十代ご出陣！70回記念 歴代藩主騎乗の
時代絵巻」と題し、松代藩初代藩主・真田信之から十代藩主・真田幸民
までを含む、絢爛豪華な行列が町内を練り歩きます。
所松代城跡など長野市松代町内　問松代藩真田十万石まつり実行委員会
事務局（☎026-278-2534）

　高岡のものづくりを支える職人やアーティストが主役となり、伝
統工芸、クラフトやアートの魅力を発信するものづくりの総合イベ
ント「市場街」が山町筋を中心に開催されます。
　クラフトの販売や体験、フード・ドリンクが楽しめるマルシェ「も
のの市」、工房を巡り、職人技を間近で感じることのできる「オー
プンファクトリー」、期間限定の絶品グルメを巡る「味
趣の乱」など、多彩なイベントが楽しめます。 
時９月20日㊏～23日㊋・㊗　所高岡市中心市街地ほ
か　問高岡市文化国際課（☎0766-20-1255）

集客プロモーション
パートナー都市 長 野 県 長 野 市 からのお知らせ

北陸新幹線
停車駅都市 富 山 県 高 岡 市 からのお知らせ

詳しくは

詳しくは
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　皆さんの力作を展示します。
時10月５日㊐～13日㊊・㊗午前10
時～午後６時（最終日は午後４時ま
で）　所○オーレンプラザ＝日本画
部門、洋画・版画部門、彫刻・立体造形部門、工芸・
グラフィックデザイン部門　○ミュゼ雪小町（あす
とぴあ高田５階）＝書道部門、写真部門
●表彰式・開場式
時10月５日㊐午前９時20分～　所オーレンプラザ

●作品鑑賞会
　各展示会場で、部門別に運営委員が説明します。
（１時間程度）
時10月５日㊐午後１時30分～（日本画部門、書道
部門）、午後２時30分～（洋画・版画部門）、11日
㊏午前11時～（工芸・グラフィック
デザイン部門）、午後１時30分～（彫
刻・立体造形部門）、午後２時30分～
（写真部門）

詳しくは

●いっしょに考えてみませんか？私の子育て（全６回）
　しつけの悩み、ストレスの解消などをテーマに、
育児中の仲間とともに自分に合った子育てを学びます。
時９月25日～10月30日の毎週木曜日、午前10時
～正午（全６回）　所市民プラザ　対３歳までの子
どもの保護者で全６回参加できる人　定12人（抽選）　
申９月11日㊍まで

保育ルームあり 対６カ月以上～就園前　定12組（抽選）
●シンママカフェ
　子育てや仕事の悩みなど、同じ立
場のシングルマザー同士で気軽にお
しゃべりしましょう。弁護士のミニ
講座（離婚後でもできる手続きの話）

や参加者同士の情報交換タイムがあります。
時10月４日㊏午前10時～正午　所市民プラザ　対
シングルで子育て中の女性　定15人（抽選）　申９
月20日㊏まで

保育ルームあり 対６カ月以上～就学前　定10人（抽選）
●ママのコミュニケーション力アップ講座（全３回）
　子育て中の悩みなどを身近な人に伝えるコツを学
びませんか。
時10月７日㊋、20日㊊、29日㊌午前10時～正午　
所市民プラザ　対子育て中の人で全３回参加できる
人（６カ月以上のお子さんは同席できません）　定
30人（抽選）　申９月23日㊋・㊗まで

保育ルームあり 対６カ月以上～就園前　定30人（抽選）

こどもセンターのもよおし�  申  問  オーレンプラザこどもセンター（☎025-525-0355）

第54回上越市美術展覧会�  申  問  上越市美術展覧会事務局（社会教育課内、☎025-545-9254）

●エコもっとFree
　うみがたりのス
タッフと一緒に海岸
清掃活動を行う環境
学習プログラム。マ
イクロプラスチック
の採取や漂着物の解
説のほか、それらが

与える生きものへの影響についても学べます。
時９月７日㊐午前11時～（30分程度）　所船見公園
他持ち物＝長靴、軍手、帽子
●開館時間を変更します
　下記期間は開館時間を変更し、より
長い時間ご利用いただけます。
時９月13日㊏～15日㊊・㊗午前９時
～午後６時

詳しくは

上越市立水族博物館「うみがたり」のもよおし�
 問  上越市立水族博物館（☎025-543-2449、 info@umigatari.jp）
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対一般（小学生以下保護者同伴）　所くわどり市民の
森（集合＝くわどり湯ったり村駐車場）※「９月の
木工クラフト」のみ、くわどり市民の森管理棟まで
お越しください　申９月５日㊎〜
●９月の木工クラフト「葉っぱスタンプ」
　葉っぱを集めて、絵の具を使って
ランチョンマットやエコバッグにス
タンプを押します。
時９月の土・日曜日、祝日の午前10
時～午後４時　費300円
●森の定例ウォーク！
　自然観察や健康促進、リフレッシュを目的とした
ウォーキングをします。
時10月３日㊎　午前９時～正午　定10人（申込順）　
費300円
●おやこでクモ観察会
　クモの話やクモゲームをしながら、クモのおもし
ろい生態に迫ります。

時10月18日㊏午前９時～正午　講加藤輝
き
代
よ
子
こ
さん

（日本蜘
く
蛛
も
学会）　定20人（申込順）　費500円　※

未就学児無料
●秋の鏡池トレッキングツアー
　市民の森の最奥部にある「鏡池」を目指します。
時10月22日㊌、26日㊐午前９時～午後４時　定
20人（申込順）　費500円　※未就学児無料
●きのこ観察会
　市民の森に生えるきのこを観察します。
時10月24日㊎午前９時30分～午後３時　講滝沢
博さん（魚沼きのこの会）　定20人（申込順）　費
500円　※未就学児無料
●無料送迎バス運行中
　くわどり湯ったり村と市民の森管理棟を往復する
無料送迎バスを運行しています。
時土・日曜日、祝日の午
前10時～午後４時※１
時間おきに運行

●第31回上越こども発明工夫・模型・工作展
　市内の小・中学生の創意工
夫あふれる作品を一堂に集め
て展示します。
時９月13日㊏～15日㊊・㊗午前９時～午後５時　
所カルチャーセンター（有田地区公民館）
●上越科学館標本作品展
　夏休みに市内の小・中学生が制作した植物や昆虫
などの標本を一堂に展示します。
時９月13日㊏～10月５日㊐午前９時～午後５時（最
終入館は午後４時30分）　所上越科学館　費無料（入
館料別途）

●ブナ林探検教室
　～秋の信越トレイルと茶屋池を歩こう～
　信越トレイル（板倉区関田峠～鍋
倉山）、茶屋池周辺をブナ林などの
自然を探検しながら観察します。
時10月19日㊐午前７時30分～午後４時30分（予定） 
所信越トレイル・茶屋池（集合場所＝上越科学館）　
定20人（抽選）　対小学生以上（小・中学生は保護
者の同伴が必要）　費小・中学生500円、高校生以
上800円　他天候・トレイルの状況でコー
スを変更する場合などあり　申10月８
日㊌まで

上越科学館のもよおし�  申  問  上越科学館（☎＆FAX025-544-3939）

詳しくは

詳しくは

くわどり市民の森のもよおし�  申  問  くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）
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　日本画家・梶田半
古の門下生には小林
古径や前田青

せい
邨
そん
、奥

村土牛などが名を連
ねました。画塾での
指導は多くの画家に
影響を与え、後の近
代日本画壇の代表格
となる画家たちを輩
出しました。本展で
は当館のコレクションを中核として、梶田半古から
小林古径、奥村土牛へとつながる系譜をたどります。
時10月４日㊏～12月14日㊐午前９時～午後５時、
休館日は月曜日（祝日の場合はその翌日）　費一般
510円、小・中学生、高校生260円※未就学児およ
び市内の小・中学生は入館無料　申講演会、ワーク
ショップいずれも９月９日㊋午前９時からメール・

電話で受け付け（申込順）。メール文面に①イベント名、
②氏名、③電話番号、④高校生以下は学年を記載
●作品鑑賞会
　学芸員と一緒に企画展の作品を鑑賞します。
時10月11日㊏、11月15日㊏午後２時～３時　費入
館料が必要
●講演会「梶田半古の芸術 画家として、師として」
時10月25日㊏午後２時～３時　講冨田章さん（東
京ステーションギャラリー館長）　定50人　費入館
料が必要
●ワークショップ「日本画に挑戦　絹に絵を描こう！」
　日本画は古くから絹地に描かれてきました。梶田
半古の作品にちなみ、絹地の日本画作品を描きます。
時11月１日㊏午前９時30分〜午後４
時30分　講洞

どう
谷
や
亜
あ
里
り
佐
さ
さん（日本画家）　

対定一般（中学生以上）10人　費３千
円

梶田半古《婦子遊戯図》左隻（部分）

●（株）JERA上越火力発電所
時10月17日㊎午
前９時〜11時45
分　 定15人（ 抽
選）　申９月26日
㊎まで

●東北電力（株）上越火力発電所
時10月17日㊎
午後１時15分
〜４時　 定20
人（抽選）　申
９月26日㊎ま
で

所集合場所＝直江津港佐渡汽船ターミナル5階展望室（港町1）　対小学4年生以上（小学生は保護
者の同伴が必要）　費100円（保険料相当）　申希望する回・氏名（フリガナ）・年齢・郵便番号・
住所・電話番号・メールアドレスを明記の上、市ホームページの応募フォーム、メールまたはファ
クシミリで産業立地課へ
※天候などにより内容を変更または中止する場合があります。
※今後、さまざまなテーマで見学会を開催する予定です。詳細が決まり次第、市ホームページでお知らせします。

第３回 発電所を知ろう
　施設見学を通じて、エネルギー供給拠点である直江津港の役割を学びます。

直江津港見学会�
申  問  産業立地課（☎025-520-5737、FAX025-520-5852、 naoetsu-port@city.joetsu.lg.jp）

小林古径記念美術館のもよおし　企画展「梶田半
はん

古
こ

から古径、土
と

牛
ぎゅう

へ」�
所  申  問  小林古径記念美術館（☎025-523-8680、 kokei-koza@city.joetsu.lg.jp）

詳しくは

詳しくは
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と
な
っ
た
場
合
に
、
登
録
者
の
中

か
ら
採
用
を
行
い
ま
す
。
必
要
な

資
格
や
業
務
内
容
な
ど
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

他
登
録
・
採
用
希
望
者
に
は
、
随

時
面
談
を
実
施　
申
問
上
越
教
育

事
務
所
（
☎
０

２
５・５
２
６・

９
３
７
４
）

上越市民体力測定会�  申  問  スポーツ推進課（☎025-545-9246）または各総合事務所

臨
時
教
職
員
・
非
常
勤
講
師

　
上
越
地
域
の
小
・
中
・
特
別
支

援
学
校
の
臨
時
教
職
員
（
講
師
・

助
教
諭
・
養
護
助
教
諭
・
栄
養

士
・
事
務
員
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
正
規
教
職
員
の
代
替
が
必
要

募
　
集

詳しくは

　自身の体力を測定し、健康増進に役立てませんか。実施種目など詳しくは、市ホームページをご
覧ください。

と　き ところ 対象年齢
９月25日㊍ 午後６時～７時 安塚B＆G海洋センター 20歳～79歳
９月26日㊎ 午後１時30分～３時30分 大潟体育センター 65歳～79歳
９月27日㊏ 午後１時30分～４時 頸城B＆G海洋センター 20歳～79歳
９月28日㊐ 午前９時～11時 吉川小学校体育館 20歳～79歳
９月28日㊐ 午前９時～正午 三和中学校体育館 20歳～79歳
10月７日㊋ 午前10時～正午 柿崎体育館 65歳～79歳
10月８日㊌ 午前９時～正午 名立地区公民館体育館 20歳～79歳
10月９日㊍ 午後５時30分～６時30分 清里スポーツセンター 20歳～79歳
10月13日㊊・㊗ 午前11時30分～午後０時30分 浦川原体育館 20歳～64歳
10月17日㊎ 午前９時～正午 板倉農村環境改善センター 20歳～79歳
10月21日㊋ 午前10時～正午 牧体育館 65歳～79歳
10月24日㊎ 午前９時30分～正午 大島多目的ホール 20歳～79歳
10月26日㊐ 午前10時～午後３時 教育プラザ体育館 20歳～79歳

●地域の意思決定に女性の声を～地域協議会委員と考える女性参画のカタチ～
　現役委員から役割や経験して感じていることなどを率直にお話しいただき、
女性がもっと地域に関わるには何が必要かを一緒に考える講座です。地域協
議会や地域における女性参画について考えてみませんか。
時９月27日㊏午後２時〜４時　所市民プラザ　定40人（申込順）　講田中
美佳さん（直江津区地域協議会副会長）、橋本春美さん（頸城区地域協議会
委員）

保育ルームあり 対６カ月以上～就学前　定７人（申込順）　申９月16日㊋ま
で
●松居和

かず
講演会「愛されている」そう思う子に育ってほしい

　子育てにおける親と子の関わりについて学ぶ講座です。子どもの育ちにつ
いてさまざまな発信をされている講師の話を聞いて、子育てに大切な「愛さ
れること、愛すること、思いやり」について考えてみませんか。
時10月18日㊏午後１時〜４時　所市民プラザ　定40人（申込
順）　講松居和さん（音楽家・作家・元埼玉県教育委員長）

保育ルームあり 対６カ月以上～就学前　定７人（申込順）　申
10月７日㊋まで

男女共同参画推進センター講座�
申  問  ９月４日㊍以降に男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）

詳しくは

詳しくは
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新
潟
県
農
業
大
学
校 

令
和
８
年
度
の
入
校
生

　
稲
作
、園
芸
、

畜
産
の
知
識
や

技
術
を
専
門
的

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
下
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
修
業
年
限
は
、

２
年
間
で
す
。
ま
た
、
１
年
間
の

研
修
で
農
業
技
術
や
経
営
を
学
ぶ
、

農
業
大
学
校
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研

修
受
講
生
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
新
潟
県
農
業

大
学
校
（
☎
０

２
５
６・７
２・

０
１
３
３
）

お
は
な
し
ジ
ャ
ン
ボ
リ“
オ
ー
レ
”

出
演
団
体・個
人

　
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
全
館
が
「
お

は
な
し
会
」
の
会
場
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
の
出
演
団
体
・
個
人
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
申
込
先
に
配

置
の
募
集
書
類
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
令
和
８
年
３
月
20
日
㊎
・
㊗　

対
市
内
を
主
な
活
動
拠
点
と
し
て

い
る
団
体
・
個
人　
申
問
９
月
19

日
㊎
（
必
着
）
ま
で
に
オ
ー
レ
ン

プ
ラ
ザ
（
☎
０

２
５・５
２
５・

１
３
１
１
）

詳しくは 詳しくは

種　目 資　格 試験日 試験会場 受付期間

防衛大学校
学生
（推薦）

18歳以上21歳未満の人
高卒（見込み含む）または高専３
年次修了（見込み含む）で成績優
秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を修め、学校長が推薦できる人

９月20日㊏～21日㊐ 防衛大学校 ９月５日㊎～
９日㊋

防衛大学校
学生
（総合選抜） 18歳以上21歳未満の人（自

衛官は23歳未満）
高卒者（見込み含む）または
高専３年次修了者（見込み含む）

１次 ９月20日㊏ 受付時にお知らせ ９月５日㊎～
９日㊋２次 10月25日㊏～26日㊐ 防衛大学校

防衛大学校
学生
（一般）

１次 11月１日㊏ 高田地域事務所
※１ 10月16日㊍

まで２次 11月29日㊏～12月３日㊌
※いずれか１日

朝霞駐屯地
（東京都）

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒（推薦）

男子、中卒（見込み含む）で
17歳未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる人

令和８年１月10日㊏～12日㊊・㊗
※いずれか１日 受付時にお知らせ 10月１日㊌～

11月28日㊎

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒
（一般）

男子、中卒（見込み含む）で
17歳未満の人

１次 令和８年１月24日㊏～25日㊐
※いずれか１日

高田地域事務所
※１ 10月１日㊌～

令和８年１月
15日㊍２次 令和８年２月12日㊍～15日㊐

※いずれか１日 受付時にお知らせ

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の人（32
歳の人は、採用予定月の末日
現在、33歳に達していない人）

１次
（Web）

11月29日㊏～12月４日㊍
※いずれか１日 任意の場所 ９月16日㊋～

11月21日㊎２次 令和８年１月６日㊋～13日㊋
※いずれか１日 高田駐屯地

自衛官候補生
学科試験
（Web）

11月６日㊍～９日㊐
※いずれか１日 任意の場所 ９月５日㊎～

10月30日㊍口述・
身体検査 11月15日㊏ 高田駐屯地

※１　受験人数次第で変更になる場合があります。

各種
無料相談

予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に
問い合わせてください。

耐震改修、新築・増改築、修繕工事、
克雪住宅など住まいに関する相談
（相談内容の事前連絡を推奨）

住宅相談会

上越市地域住宅相談所事務局
（☎025-525-7300）

９月13日㊏午前10時～午後
４時・市民プラザ

予　約
問合せ

と　き
ところ

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」の
提出が必要）

空き家相談会

建築住宅課
（☎025-520-5786）

予　約
問合せ

❶９月９日㊋・建築住宅課
❷�19日㊎・全日本不動産協

会上越事務所（栄町２）
❸�25日㊍・上越宅建会館（春

日野１）
いずれも午後１時～５時

と　き
ところ

要
予約

要
予約

令和７年度　自衛官�
申  問  自衛隊新潟地方協力本部高田地域事務所（☎025-523-5519）

詳しくは
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令和７年度「土地月間」
不動産の無料相談会

不動産の価格などに関する相談

（公社）新潟県不動産鑑定士協
会（☎025-225-2873）

問合せ

10月３日㊎午後１時～４時・
市民プラザ

と　き
ところ

予約
不要 職業訓練相談

県立上越テクノスクール主催の職業
訓練「PCスキル基礎科上越（育児
等両立コース）」（11月18日㊋～令
和８年2月17日㊋）についての相談

だいふくパソコン教室
（☎025-526-2257）

問合せ

９月17日㊌、10月１日㊌・
だいふくパソコン教室（藤巻９）
いずれも午後２時から1時間
程度

と　き
ところ

予約
不要弁護士による法律相談

対15歳から49歳までの就労に悩
む人やその家族

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

９月11日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

中小企業者を対象とする法律相談
（１件30分程度）

弁護士による法律相談

❶�上越南商工会
　（☎0255-78-2117）
❷�くびきの商工会
　（☎025-534-3211）

❶�９月11日㊍・午前10時～
正午・上越南商工会

❷�25日㊍午前10時～正午・
くびきの商工会

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

弁護士による医療機関での処置ミ
ス、説明不足などについての相談

（１件45分程度）

医療問題に関する
無料法律相談会

９月５日㊎までに、上越医療
問題弁護団
（☎025-522-5781）
※応募多数の場合は抽選

９月15日㊊・㊗午後１時～
４時・市民プラザ

要
予約

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障害のある人の
就労相談会

障がい者就業・生活支援セン
ターさくら
（☎025-538-9087）

９月18日㊍午前10時～正午・
福祉交流プラザ

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

税に関する相談

予　約
問合せ

と　き
ところ

税務相談

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

10月７日㊋、21日㊋・関東
信越税理士会高田支部（本町 
５）
いずれも午前10時から正午

要
予約

こころと体の元気教室
（もの忘れ個別相談会）

予　約
問合せ

と　き
ところ

９月８日㊊～10月16日㊍の
間に、高齢者支援課
（☎025-520-7514）

10月27日㊊午後２時～４時・
三和コミュニティプラザ

「もの忘れが増えた」、「何度も同
じ話をする」など認知症の症状が
気になる人を対象とした専門医に
よる個別相談
定10人（申込順）　

要
予約

弁護士や福祉の専門家などによる、
養育費や面会交流、パートナーな
どからのＤＶ、離婚などに関する
無料相談（オンライン・電話）

ひとり親・ＤＶなどの
ワンストップ相談会

９月24日㊌午前10時～午後
４時・上越市内（オンライン）、
新潟市内（面談）ほか
※詳細は予約時に説明します

法テラス
（☎050-3381-2285）

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

創業や経営改善、販売促進など、
経営に関する個別の相談（１件
60分以内）
対中小企業者

経営に関する個別相談会

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

予　約
問合せ

９月25日㊍午後１時30分～４
時50分・市役所木田第二庁舎

と　き
ところ

要
予約

特設人権相談所

問合せ

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

９月20日㊏午前９時30分～
午後0時30分・市民プラザ

と　き
ところ

予約
不要

予　約
問合せ

と　き
ところ

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

産業政策課
（☎025-520-5729）

９月22日㊊午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

要
予約



同
世
代
の
若
者
に
伝
え
た
い
こ
と

　
第
２
子
妊
娠
時
の
入
院
中
に
仲
間

と
出
会
う
ま
で
、
普
段
は
高
齢
者
介

護
の
仕
事
を
し
て
い
る
私
が
子
育
て

支
援
の
取
り
組
み
を
す
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
人
生
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
若
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
人
と

の
出
会
い
や
つ
な
が
り
、
志
を
同
じ

く
す
る
仲
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

令
和
令
和
77
年
８
月

年
８
月
2525
日
発
行

日
発
行

11641164

広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越10月号」は、９月
18日㊍・19日㊎に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。

編
集
　
上
越
市 

総
務
部 

広
報
対
話
課

〒
943・8601
新
潟
県
上
越
市
木
田
１・１・３

☎
０
２
５・５
２
６・５
１
１
１ 上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/

（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

　市の若者向け支援制度も活用いただきながら、市内でまちの活性化やにぎわい創出などに
取り組んでいる、若者や団体を紹介します。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

上越上越ででかがやく若者たちかがやく若者たち
■問合せ…総合政策課（☎025-520-5624）

さ
ま
ざ
ま
な
節
目
が
重
な
り
合
う
一
年

さ
ま
ざ
ま
な
節
目
が
重
な
り
合
う
一
年

「
上
越
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
」

「
上
越
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
」

JOETSU

AN
N
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ER

ARY YEAR
20

25

S

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
第
２
子
妊
娠
時
に
切
迫
早
産
の
診

断
を
受
け
、
約
３
カ
月
間
入
院
し
ま

し
た
。
入
院
中
の
家
事
や
育
児
を
ど

う
や
り
く
り
す
る
か
、
不
安
を
抱
え

な
が
ら
１
人
で
必
死
に
解
決
方
法
を

模
索
し
て
い
ま
し
た
。
調
べ
て
い
く

う
ち
に
、
市
の
産
前
産
後
支
援
の
取

り
組
み
が
少
な
い
と
感
じ
、
同
時
期

に
入
院
し
て
い
た
現
メ
ン
バ
ー
と
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

活
動
の
目
標

　
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
子
育
て
家
族
フ
ェ

ス
」、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
い
ち
ご

ひ
ろ
ば
」、
子
育
て
家
庭
へ
の
訪
問

支
援
な
ど
、
育
児
中
の
人
が
安
心
安

全
に
楽
し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
や
支
援
の
取
り
組
み
を
し

て
お
り
、
利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
育

て
の
苦
労
や
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か

ち
合
え
る
よ
う
な
地
域
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「マタニティ＆子育て家族フェス」開催時の様子

特定非営利活動法人ふぁみりり

代表理事　髙
たか

橋
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とも
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み

さん

市内で子育てをしている家庭の孤独、孤立を少し
でも軽減するための支援を行う団体。子育て中の
母親を中心に、地域で支え合って子育てができる
まちづくりを目指して活動中。

上越市の人口・世帯数

87,951人
　  （-24人）

90,787人
　（-83人）女男

178,738人
　  （-107人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  82
193

 318
 314

＜人口増減内訳＞

77,847世帯（+34世帯）

令和７.８.１現在。（　）は前月との比較
　前島密の創作劇の練習に伺いました。声高らかに
セリフを読み合わせる3人の中学生と、それを指導
する演出の鈴木さん。その生き生きとした表情から
は、若くして冒険の旅に出た密の姿を想起させるよ
うな、一歩を踏み出すエネルギーを感じました。皆
さんも、上演当日に会場で感じてください。

表紙のことば ： 前島密生誕190年
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